
沮し
ょ

水す
い

水経注疏訳注第十六沮水

(

一)

沮
水

(

二)

は
北
地
郡
の
直
路
県
に
出
て
、
東
に
向
か
い
馮
ひ
ょ
う

翊よ
く

郡
の�た
い�羽う
県
の
北
を
過
ぎ
、

東
に
向
か
い
洛
水
に
入
る
。

趙
は

｢

沮｣

を

｢�｣
に
改
め
、
以
下
も
同
じ
で
あ
る
が

(

次
の
よ
う
に)

い
う
。
古
本

『

水
経』

の�さ

水す
い

は
、
今
、
俗
で
は
誤
っ

て

｢

沮｣

と
作
っ
て
い
る
。『

史
記』
索
隠
に
は

｢

沮
水
は
、『

地
理
志』

に
は
文
が
な
い
。
し
か
し

『

水
経』

に
は�
水
は
北
地
郡

直
路
県
を
出
て
、
東
に
向
か
い
馮
翊
郡��羽
県
を
過
ぎ
て
洛
に
入
る
、
と
し
て
い
る｣

と
あ
る

(

三)

。『

説
文』

で
は

｢�
水
は
北
地

郡
直
路
県
の
西
に
出
て
、
東
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る
。
水
に
従
い
、�さ

の
声
、〝

側
加〞

の
反
切
で
あ
る

(

四)｣
｢

沮
水
は
漢
中
郡
房

陵
県
に
出
て
東
に
向
か
い
長
江
に
入
る
。
水
に
従
い
、
且
の
声
、〝

子
余〞

の
反
切
で
あ
る｣

と
い
う

(

五)

。
今
は
北
地
郡
の

｢�｣
と
漢
中
郡
の

｢

沮｣

と
は
こ
と
さ
ら
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
。
小
司
馬

(

司
馬
貞)

の
引
用
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
、
唐
の
時
の

『

水
経』

の
善
本
を
見
て
い
た
よ
う
で
、
許
氏
の

『

字
説

(
説
文)』

と
合
致
す
る

(

六)

。

楊�(『
尚
書』)

禹
貢
は

｢

沮｣

と
作
り
、『

漢
志』

も
ま
た

｢
沮｣

と
作
っ
て
い
て
、『

説
文』

だ
け
が

｢�｣
と
作
る
の
は
、
お

そ
ら
く

｢

沮｣

字
が
使
用
さ
れ
た
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
こ
の

『

水
経』

も

『

注』

も
そ
れ
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
濟

(

済)

水
の
ご
と
き
は

『

説
文』

(

七)

は

｢�せ
い｣

と
作
る
の
に
、『

注』
で
は
な
お

｢

濟

(

済)｣

と
作
っ
て
い
る
。
索
隠
は
お
そ

水
経
注
疏
訳
注
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ら
く

『

説
文』

に
よ
っ
て
、｢

沮｣

を
改
め
て

｢�さ｣

と
作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
唐
の
時
の

『

水
経』

が

｢�｣

と
作
っ
て
い
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

熊�『
経』
に
は

｢

沮
水
は
東
に
向
か
い��羽
県
の
北
を
過
ぎ
、
東
に
向
か
い
洛
に
入
る｣

と
い
う
。
そ
し
て

『

注』

で
は

｢��羽

県
故
城
の
西
を
過
ぎ

(

八)｣

と
あ
り
、(

ま
た
さ
ら
に)

下
で
は

｢

鄭
渠
に
従
っ
て｣

｢

東
北
に
向
か
い
洛
水
に
入
る

(

九)｣

と
い
う
が
、

こ
れ
は��羽
県
の
南
を
過
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
の
に
、『

注』

は

(

北
を
過
ぎ
る
と
い
う)

『

経』

の
誤
り
に
反
論
し
て
い
な
い
。(

こ
れ

に
よ
っ
て)

『

経』

は

｢

県
の
南｣

と
作
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
わ
か
る
。
書
写
伝
承
の
過
程
で

｢

南｣

を

｢

北｣

と
誤
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、｢

北｣

で
は
な
い
。

(

一)

江
蘇
本
は
上
に
一
字
あ
げ
て
お
ら
ず
、『
注』
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、『

水
経』

の
文
で
あ
る
。

(

二)

沮
水
は
現
在
の
沮
河
、
一
名
石せ
き

川せ
ん

河
で
あ
る
。

(

三)
『

史
記』

夏
本
紀

｢

漆
、
沮
既
従
、�豐
水
所
同｣

の
索
隠
に

｢

漆
、
沮
二
水
、
漆
水
出
右
扶
風
漆
県
西
、
沮
水
地
理
志
無
文
、
而
水

経
以�
水
出
北
地
直
路
県
、
東
過
馮
翊��羽
県
入
洛｣

と
あ
る
。

(

四)
『

説
文』

巻
一
一
上
・
水
部
に

｢�
、
水
。
出
北
地
直
路
西
、
東
入
洛
。
従
水�
声
、
側
加
切｣

と
あ
る
。

(

五)
『

説
文』

巻
一
一
上
・
水
部
に

｢

沮
、
水
。
出
漢
中
房
陵
、
東
入
江
。
従
水
且
声
、
子
余
切｣

と
あ
る
。

(

六)

以
上
の
文
は
趙
一
清
の

『

水
経
注
釈』

巻
一
六
に
み
え
る
。
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(

七)
『

説
文』

巻
一
一
上
・
水
部
に

｢�允
、
水
。
出
河
東
東
垣
王
屋
山
、
東
為�
。
従
水
允
声
、
以
転
切｣

と
あ
り
、
巻
七

『

済
水
注』

に
は

｢
濟

(
済)

水｣

の
疏
文
に

｢

守
敬
按
、
拠
説
文
当
作�
。
但
秦
、
漢
以
上
経
典
多
作
済
、
相
承
已
久
、
故
水
経
及
注
並
作
済｣

と
あ
る
。

(

八)

六
〇
三
頁
参
照
。

(

九)

六
三
四
頁
と
六
四
一
頁
参
照
。

『

尚
書』

禹
貢
、
太
史
公
の

(『
史
記』)

禹
本
紀
に
は

｢(

禹
の
治
水
の
結
果)

渭
水
を
導
水
し
て
東
北

へ
向
か
っ
て�け
い(

水)

に
到
ら
せ
、
ま
た

(

渭
水
は)

東
に
向
か
っ
て
漆

(

水)

・
沮

(

水)

を
過
ぎ
て

黄
河
に
入
る｣

と
い
う

(

一)

。

楊�
こ
の
二
六
字
は
各
本
で
は
漆
水
篇
の

｢

北
か
ら
南
に
流
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

(

二)｣

の
下
に
ま
ち
が
っ
て
入
る
が
、
今
、

こ
こ
に
移
す
。
朱
は

｢

過｣

を
誤
っ
て

｢

逕｣

と
作
り
、
戴
は

｢

過｣

に
改
め
る
。｢

河｣

を
誤
っ
て

｢

洛｣

と
作
る
が
、
黄
省
曽
本
、

呉�官
本
で
は
も
と
も
と

｢

河｣

と
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は�
東
の
漆
沮
水
で
あ
る
。�
道
元
は

『

尚
書』

と

『

史
記』

夏
本
紀
の
文

を
合
わ
せ
て
一
文
と
し
て
い
て
、
禹
本
紀
と
呼
ん
で
い
る
の
は
夏
本
紀
で
あ
る
。

『

漢
志』

は

｢

沮
水
は
直
路
県
の
西
に
出
て
、
東
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る｣

と
い
う

(

三)

。

朱
は

｢

直
路｣

を
誤
っ
て

｢

畿
県｣

と
し
、
戴
は
改
め
て
い
る
。

水
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楊�
今
本

『

漢
志』

で
は

｢

沮
水
は
東
に
出
て
、
西
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る｣

と
作
る
。
王
念
孫
は

(

四)

、｢

洛
水
は
沮
水
の
東
に

あ
り
、
西
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。『

説
文』

で
は
、�
水
は
北
地
郡
直
路
県
の
西
に
出
て
、
東
に
向
か
っ

て
洛
水
に
入
る
、
と
い
う

(

五)

。『

水
経』

で
も
ま
た
、
東
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る

(

六)

と
あ
る
か
ら
、『

漢
志』

が
も
と
も
と

〝

西

に
出
て
東
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る〞

に
作
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る｣

と
い
う
。
ま
さ
に

『

説
文』

『

水
経』

に
拠
っ
て

『

漢
志』

の
誤
り
を
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。『

禹
貢』

を
み
る
と
、
漆
水
・
沮
水
は
も
と
も
と
渭
水
に
入
る
の
で
あ
っ
て
、
洛
水
に
は

入
ら
な
い
が
、
鄭
国
が
沮
水
を
引
い
て
鄭
渠
の
道
に
従
っ
て
流
れ
る
よ
う
に
さ
せ
て
か
ら
は
、
遂
に
渭
水
に
入
ら
ず
に
洛
水
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
胡
渭
は

｢『

漢
志』
で
沮
水
が
洛
水
に
入
る
と
い
う
の
は
、
鄭
渠
が
既
に
開
か
れ
た
後
の
こ
と
に
拠
っ
て
こ
の
よ
う

に
い
っ
て
い
る｣

と
い
い

(

七)

、
そ
の
説
は
正
し
い
。

孔
安
国
は｢

漆
沮
は
、
一
つ
の
川
の
名
で
あ
り
、
ま
た
洛
水
と
も
い
い
、
馮
翊
の
北
に
出
る｣

と
い
う(

八)

。

楊�
こ
の
一
八
字
は
、
各
本
で
は

『

漆
水
篇』
の

｢
周
太
王
は�分 ひ
ん

を
去
り

(

九)｣

の
上
に
ま
ち
が
っ
て
入
れ
て
い
る
が
、
今
こ
こ
に
移

す
。
朱
は

｢

一｣

を

｢

二｣

と
し
て
い
る
が
、
戴
は
改
め
る
。『

史
記』

夏
本
紀
の
索
隠
に
は

｢『

説
文』

が
漆
・
沮
を
そ
れ
ぞ
れ
一

水
と
し
て
い
て
、
孔
安
国
だ
け
が
一
つ
と
み
な
し
て
い
る｣
と
い
う

(

一
〇)

。
こ
れ
は
司
馬
貞
が
見
た

『

尚
書』

孔
伝
が
も
と
も
と

｢

一｣

と
し
て
い
て

(

一
一)

、
後
の
人
が

『

詩
経』

毛
伝
に
拠
っ
て

(
一
二)

こ
れ
を
改
め
た
の
で
あ
る
。『

渭
水
注』

で
は

｢

洛
水
が
こ

れ
に
入
り
、��
は
漆
沮
の
水
と
考
え
て
い
る｣

と
し
て
い
る

(

一
三)
。
漆
水
・
沮
水
は
も
と
よ
り
洛
水
で
は
な
く
て
、
沮
水
が
鄭
渠

の
道
に
従
っ
て
、
下
流
で
洛
水
に
入
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
で

(

孔
安
国
は)
洛
水
を
漆
沮
に
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は

『

尚
書』

禹
貢
、
夏
本
紀
の
説
に
符
合
す
る
。

楊�
こ
の
八
字
は
各
本
が
漆
水
篇
の

『

詩
経』

の

｢

岐
山
の
麓
に
至
っ
た｣
(

五
六
五
頁)

と
あ
る
下
に
ま
ち
が
っ
て
入
れ
て
い
る
。

『

毛
詩』

を
み
る
と
、
こ
れ
は�
西
の
漆
沮
を
い
う
の
で
あ
り

(

一
四)

、『

禹
貢』

や
夏
本
紀
と
何
の
関
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。
今
、
こ
こ

に
移
す
。
昔
は�
東
の
漆
沮
が
あ
り
、
こ
れ
は

『

禹
貢』

に
み
え
、�
西
の
漆
沮
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は

『

毛
詩』

に
み
え
、
本
来
は

混
淆
し
て
い
な
か
っ
た
。
後
世
に
、�
東
の
漆
沮
は
、
鄭
国
が
沮
水
を
引
い
て
鄭
渠
の
道
に
従
わ
せ
て
か
ら
、
洛
水
と
混
淆
す
る
よ

う
に
な
り
、�
西
の
漆
水
の
故
跡
は
す
で
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
な
い
の
で
あ
る
。�
道
元
は

『

漢
志』

『

説
文』

等
の

書
を
引
用
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
に
そ
の
地
域
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
異
説
を
整
理
せ
ず
に
載
せ
、
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
錯
簡
も
あ
る
の
で
、
と
う
と
う
孔
穎
達

(

一
五)

、
司
馬
貞

(

一
六)

、
程
大
昌

(

一
七)

、
王
応
麟

(

一
八)

も
み
な
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
趙
一
清
は『

尚
書』

疏
、『

史
記』

索
隠
、『

雍
録』

、『

詩
地
理
考』

を
引
用
し
て
い
る
が(

一
九)

、

は
っ
き
り
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に
人
意
を
乱
す
ば
か
り
な
の
で
、
今
捨
て
置
い
て
採
録
し
な
い
。

今
、
沮
水
は
直
路
県

(

二
〇)

か
ら

熊�
直
路
県
は
今
の
中
部
県

(

二
一)

の
西
北
二
〇
〇
里
に
あ
っ
た
が
、
す
で
に
後
漢
に
は
廃
さ
れ
て
い
る
。『

経』

が
そ
れ
で
も
沮
水

が
直
路
県
に
出
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
古
い
書
籍
に
よ
っ
て
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
以
外
に

(

直
路
の)

名

を
指
す
も
の
は
な
い
。�
道
元
も
直
路
県
と
い
っ
て
い
る
が
、『

注』
の
中
で
記
述
し
て
い
る
前
代
の
県
で
、｢

其
の
県｣

と
だ
け
を

述
べ
て
、｢

故
城｣

と
述
べ
な
い
も
の
は
、
必
ず
し
も
そ
の
県
が
す
べ
て
存
在
す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、

水
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沮
水
は
中
部
県
の
西
南
の
山
か
ら
出
る
。

東
南
に
向
か
い
、�焦しょう
石せ
き

山
を
過
ぎ
、

戴
は

｢�焦｣
を
改
め
て

｢�｣
と
作
る
。

楊�『
説
文』
で
は
、｢�焦
は
燃
や
し
て
火
を
持
続
さ
せ
る
も
の｣

と
い
う

(

二
二)

。
こ
の

｢�焦｣

の
字
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
。
戴

は
改
定
し
た
が
逆
に
誤
っ
て
し
ま
っ
た
。『

清
一
統
志』

で
は

｢

石
堂
山
は
中
部
県
の
西
北
七
〇
里
に
あ
る
。『

注』

の�焦
石
山
は
、

石
堂
の
別
名
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る｣

と
い
う

(

二
三)

。
石
堂
山
は
趙
一
清
の

｢

補
洛
水
篇｣

に
み
え
る

(

二
四)

が
、�焦
石
山
か
ら

離
れ
て
す
こ
ぶ
る
遠
く
、
一
つ
の
山
で
は
な
い
。

東
南
に
流
れ
て
、
檀た
ん

台だ
い

川せ
ん

を
経
る
の
で
、
世
俗
で
は
こ
れ
を
檀
台
水
と
い
う
。
曲
が
っ
て
山
を
は
さ
ん

で
西
流
し
、
ま
た
西
南
に
向
か
っ
て
宜
君
川
を
過
ぎ
、
世
間
で
は
ま
た
こ
れ
を
宜
君
水
と
い
う
の
で
あ

る

(

二
五)

。

熊�『
地
形
志』

で
は
、
宜
君
県
に
宜
君
水
が
あ
る

(
二
六)

。
こ
の
県
は
今
の
宜
君
県
の
西
南
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
沮
水
が
宜
君
県
境

を
過
ぎ
る
の
で
、
ま
た
こ
の
川
を
宜
君
水
と
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

(

宜
君
水
は)

ま
た
黄こ
う�き
ん

水
口

(

二
七)

に
達
す
る
が
、(
黄�)
水
は
西
北
の
雲
陽
県
石
門
山
黄�
谷
に
出

て
①

、
東
南
に
流
れ
て
、
宜
君
水
に
注
ぐ
。

①
楊�
両
漢
の

(

雲
陽)

故
県
は
左
馮
翊
に
属
し

(

二
八)

、
今
の
淳
化
県

(
二
九)

の
西
北
に
あ
っ
た
。
魏
は
県
を
廃
し
て
撫
夷
護
軍
を

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

五
九
八



置
い
た

(

三
〇)

が
、
晋
で
は
や
め
、
北
魏
で
再
び
県
を
置
き
、
北
地
郡
に
属
し
て
い
て

(

三
一)

、
今
の�
陽
県

(

三
二)

の
北
に
あ
る
。

『

通
鑑』
周
顕
王
五

(

前
三
六
四)

年
、
秦
の
献
公
が
三
晋
の
師
を
石
門
に
敗
っ
た

(

三
三)

と
い
う
の
は
、
こ
こ
の
こ
と
で
あ
る
。『

元

和
志』

で
は

｢
石
門
山
は
三
水
県
の
東
五
〇
里
に
あ
っ
て
、
峰
の
岩
が
相
対
し
て
い
て
、
こ
こ
を
望
む
と
門
の
よ
う
で
あ
る｣

と
い

う

(

三
四)

。『

渭
水
注』

で
五
丈
渠
水
が
石
門
山
に
出
て
、
東
南
流
し
て
黄�
山
の
西
を
巡
る

(

三
五)

こ
と
に
拠
る
と
、
黄�
山
は
石
門

山
の
東
南
に
あ
る
。
水
は
そ
の

(

山
の)

谷
に
出
る
の
で
、
そ
れ
で
黄�
を
名
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

一)
『

尚
書』

禹
貢
に
は

｢

東
会
于�豐
、
又
東
会
于�
。
又
東
過
漆
沮
入
于
河｣

、『

史
記』

夏
本
紀
に
は

｢

又
東
北
至
于�
、
東
過
漆
沮
、

入
于
河｣

と
あ
る
。

(

二)

五
六
一
頁
。

(

三)

中
華
書
局
本

『

漢
志』

下
・
直
路
県
条
に

｢
沮
水
出
西
、
東
入
洛｣

と
あ
る
。
た
だ
し
、『

漢
書
補
注』

に
み
え
る
よ
う
に
、｢

西｣

と

｢

東｣

は
逆
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(

四)

王
念
孫

『

読
書
雑
志』

巻
四
・
漢
書
第
七

｢

出
東
西
入
洛｣
に

｢

直
路
沮
水
出
東
、
西
入
洛
。
念
孫
案
、
洛
在
沮
東
、
不
得
言
西

入
洛
。
説
文
、
作�
云
、�
水
出
北
直
路
西
、
東
入
洛
。
水
経
曰
、
沮
水
出
北
地
直
路
県
東
、
過
馮
翊
県
北
、
東
入
於
洛
。
則
此
文
本

作
沮
水
出
西
、
東
入
洛
、
明
矣｣

と
あ
る
。『

読
書
雑
志』

は
王
念
孫

(
一
七
四
四
〜
一
八
三
二)

が

『

逸
周
書』

『

史
記』

『

漢
書』

等

著
名
な
古
籍
を
読
書
札
記
の
形
式
で
校
勘
を
行
っ
た
著
作
。

水
経
注
疏
訳
注
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(

五)
五
九
四
頁
注

(

四)

に
既
出
。

(

六)

五
九
三
頁

(

沮
水
篇
冒
頭)

。

(

七)

胡
渭

『
禹
貢
錐
指』

巻
一
〇
に

｢

詩
大
雅
、
民
之
初
生
、
自
土
沮
・
漆
。
伝
云
、
沮
水
・
漆
水
也
。
周
頌
、
猗
与
漆
・
沮
、
潜
有

多
魚
。
伝
云
、
漆
・
沮
、
岐
周
二
水
也
。
此
皆
謂
扶
風
之
漆
・
沮
、
而
林
少
穎
以
猗
与
漆
・
沮
釈
漆
沮
既
従
。
恐
非
。
小
雅
、
瞻
彼
洛

矣
。
伝
以
為
宗
周
漑
浸
之
水
。
亦
不
言
洛
即
漆
沮
。
謂
漆
沮
亦
曰
洛
水
、
実
自
安
国
書
伝
始
。
而��
、�
道
元
従
之
。
孔
穎
達
復
援

以
釈
詩
、
於
是
洛
与
漆
沮
合
而
為
一
水
矣
。
其
濁
水
上
承
雲
陽
大
黒
泉
、
名
漆
沮
水
者
、
乃
土
俗
之
称
。
而
洛
水
之
為
漆
沮
、
則
先
儒

皆
以
為
然
。
故
顔
師
古
注
漢
書
亦
用
其
説
。
然
直
路
之
沮
、
自
櫟
陽
県
界
合
濁
水
、
分
為
二
水
、
一
循
鄭
渠
而
東
注
洛
、
其
間
二
百
余

里
、
実
鄭
国
之
所
鑿
。
漢
志
云
沮
入
洛
、
亦
拠
既
有
鄭
渠
後
言
之
耳
。
自
鄭
渠
一
廃
、
而
濁
水
絶
於
三
原
、
沮
水
不
抵
富
平
、
可
見
此

水
在
古
時
元
合
濁
水
、
至
櫟
陽
入
渭
、
而
不
与
洛
通
也
。
程
大
昌
雍
録
謂
、
禹
貢
漆
沮
惟
富
平
石
川
河
正
当
其
地
、
確
不
可
易｣

と
あ

る
。

(

八)
『

史
記』

夏
本
紀

｢

東
過
漆
沮
、
入
于
河｣

の
集
解
に

｢
孔
安
国
曰
、
漆
沮
、
一
水
名
、
亦
曰
洛
水
、
出
馮
翊
北｣

と
あ
る
。

(

九)

五
六
四
頁
参
照
。

(

一
〇)

『

史
記』

夏
本
紀

｢

漆
・
沮
既
従
、�豐
水
所
同｣

の
索
隠
に

｢
漆
・
沮
二
水
、
漆
水
出
右
扶
風
漆
県
西
。
沮
水
地
理
志
無
文
、
而

水
経
以�
水
出
北
地
直
路
県
、
東
過
馮
翊��羽
県
入
洛
。
説
文
亦
以
漆
・
沮
各
是
一
水
名
。
孔
安
国
独
以
為
一
、
又
云
是
洛
水｣

と
あ

る
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

六
〇
〇



(

一
一)

『
尚
書』

禹
貢

｢

又
東
過
漆
沮
入
于
河｣

の
漆
沮
の
孔
穎
達
疏
に

｢

漆
沮
是
漆
沮
在�
水
之
東
、
故
孔
以
為
洛
水
一
名｣

と
あ
る
。

(

一
二)

『
詩
経』

大
雅

｢

民
之
初
生
、
自
土
沮
漆｣

の
毛
伝
に

｢

民
周
民
也
。
自
用
土
居
也
。
沮
水
漆
水
也｣

と
あ
る
。

(

一
三)

巻
一
九

『
渭
水
注』

の

『

経』

文
に

｢(

渭
水)

又
東
過
華
陽
県
北｣

と
あ
り
、
そ
の

『

注』

に

｢

洛
水
入
焉
、��
以
為
漆
沮

之
水｣

と
あ
る
。

(

一
四)

五
六
四
頁
参
照
。

(

一
五)

孔
穎
達
の

『

詩』

大
雅

｢
民
之
初
生
、
自
土
沮
漆｣

の
疏
に

｢

言
沮
水
・
漆
水
者
、
以
水
非
可
居
之
処
、
見
居
在
沮
・
漆
之
傍
、

挙
水
以
表
土
耳
。
禹
貢
雍
州
云
、
漆
沮
既
従
。
是
漆
・
沮�
為
水
也
。
或
言
漆
・
沮
為
二
水
名
。
漢
書
地
理
志
云
、
右
扶
風
有
漆
県
。

云
、
漆
水
在
其
県
西
、
則
漆
是
一
水
名
、
与
沮
別
矣
。
孔
安
国
云
、
漆
沮
一
名
洛
水
、
漆
沮
為
一
。
蓋
沮
一
名
洛
水
、
孔
連
言
之｣

と

あ
る
。
な
お
、
五
八
三
頁
注

(

七
八)

も
参
照
。

(

一
六)

前
注

(

一
〇)

に
既
出
。

(

一
七)

程
大
昌

『

雍
録』

巻
六
周
漆
沮
の
項
に
み
え
る
記
述
を
指
す
。
五
八
三
頁
注

(

七
八)

参
照
。

(

一
八)

王
応
麟

『

詩
地
理
考』

巻
四

｢

自
土
沮
漆｣

の
項
に
み
え
る
記
述
を
指
す
。
五
八
三
頁
注

(

七
八)

参
照
。

(

一
九)

趙
一
清

『

水
経
注
釈』

巻
一
六
漆
水
に
王
応
麟

『

詩
地
理
考』
、
程
大
昌

『

雍
録』

の
引
用
、�(
沮)

水
に

『

史
記』

索
隠
、

孔
穎
達

『

尚
書
正
義』

の
引
用
が
あ
る
。
五
六
七
頁
の
②
に
付
せ
ら
れ
た
楊
守
敬
の
疏
文
も
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

(

二
〇)

直
路
県
は
秦
・
前
漢
に
北
地
郡
に
置
か
れ
た
県
。
北
地
郡
は
現
在
の
甘
粛
省
東
北
部
に
あ
る
慶
陽
市
に
あ
た
る
。
後
漢
に
北
地

水
経
注
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郡
が
遷
地
し
、
直
路
県
は
廃
さ
れ
る
。
そ
の
故
城
は

『

校
箋
図
釈』

に
よ
る
と
、
現
在
の
銅
川
市
照
金
鎮
の
北
に
あ
る
と
い
う

(

二
五

五
頁)

。

(

二
一)

中
部
県
は
現
在
の
陝
西
省
延
安
市
黄
陵
県
に
あ
た
る
。
一
九
四
四
年
に
県
に
軒
轅
黄
帝
陵
の
あ
る
こ
と
か
ら
黄
陵
県
と
改
名
さ

れ
て
い
る
。

(

二
二)

『

説
文』

巻
一
〇
上
に

｢�焦
、
所
以
然
持
火
也
。
従
火
焦
声｣

と
あ
る
。

(

二
三)

『

清
一
統
志』

巻
一
九
五
に

｢

石
堂
山
在
中
部
県
西
北
七
十
里
。
寰
宇
記
、
水
経
注
云
、
豬
水
西
出�
道
県
西
石
堂
山
、
本
名�

道
山
。
穆
天
子
伝
云
、
南
征
朔
野
、
径
絶�
道
、
升
於
太
行
。�
道
即
石
堂
山
也
。
按
魏
書
地
形
志
、
狄
道
県
有
浅
石
山
。�
道
元
水

経
注
、
沮
水
歴
焦
石
山
。
疑
皆
即
石
堂
之
別
名｣

と
あ
る
。

(

二
四)

趙
一
清

『

水
経
注
釈』

巻
一
六
末
尾
の

｢
補
洛
水｣

に

｢

坊
州
中
部
県
石
堂
山
下
引
水
経
注
云
、
猪
水
西
出�
道
山
西
、
石
堂

山
、
本
名�
道
山
。
穆
天
子
伝
曰
、
癸
酉
、
天
子
命
駕
八
駿
之
駟
、
造
父
為
御
、
南
征
朔
野
、
逕
絶�
道
、
升
於
太
行
。�
道
即
県
之

石
堂
山
也
。
郭
璞
以
為
隴
右
狄
道
、
非
也｣

と
あ
る
。

(

二
五)

こ
こ
で
い
う

｢

川｣

は
、
河
川
で
は
な
く
、
山
に
挟
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
や
広
く
、
河
川
が
流
れ
過
ぎ
る
地
形
を
い
う
。

『

校
箋
図
釈』

は
、
現
在
の
銅
川
市
瑤
曲
鎮
教
場
坪
川
に
あ
た
る
と
い
う
。
ま
た
宜
君
水
は
現
在
の
瑶
曲
河
の
下
流
だ
と
い
う

(

二
五
五

頁)

。

(

二
六)

宜
君
県
は
漢
代
に
は��羽
県
に
属
し
て
い
た
。
前
秦
の
時
に
宜
君
護
軍
が
置
か
れ
、
北
魏
の
時
に
県
と
な
っ
た
。『

地
形
志』

下
・

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇
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北
地
郡
宜
君
県
条
に

｢

真
君
七
年
置
。
有
宜
君
水｣

と
あ
る
。
宜
君
県
は
陝
西
省
銅
川
市
に
あ
る
。
関
中
平
原
の
北
、
黄
土
高
原
の
南

縁
に
あ
る
。

(

二
七)

『

校
箋
図
釈』

に
よ
る
と
、
黄�
水
は
現
在
の
西
川
と
そ
の
下
流
の
廟
湾
河
を
指
す
と
い
う

(

二
五
五
頁)

。

(

二
八)

『

漢
志』

『
続
漢
志』

と
も
左
馮
翊
に
雲
陽
県
が
あ
る
。

(

二
九)

現
在
の
淳
化
県
は
陝
西
省
咸
陽
市
に
あ
る
。�
河
の
流
域
に
位
置
す
る
。

(

三
〇)

『

寰
宇
記』

巻
三
一
雲
陽
県
に

｢

魏
志
曰
、
司
馬
宣
王
撫
慰
関
中
、
罷
県
、
置
撫
夷
護
軍｣

と
あ
る
。

(

三
一)

『

地
形
志』

下
・
北
地
郡
に

｢
雲
陽
、
二
漢
属
左
馮
翊
、
晋
罷
、
後
復
属
。
有
蒲
池
水
、
雲
陽
宮｣

と
あ
る
。

(

三
二)�
陽
県
は
陝
西
省
咸
陽
市
に
あ
る
。�
河
の
下
流
に
位
置
す
る
。

(

三
三)

『

通
鑑』

巻
二
周
顕
王
五
年
条
に

｢

秦
献
公
敗
三
晋
之
師
于
石
門
、
斬
首
六
万
。
王
賜
以
黼
黻
之
服｣

と
あ
る
。

(

三
四)

『

元
和
志』

巻
三
・
三
水
県
条
に

｢

本
漢
旧
県
。
有
鉄
官
、
属
安
定
郡
。(

中
略)

石
門
山
在
県
東
五
十
里
、
峯
巌
相
対
、
望
之

似
門｣

と
あ
る
。

(

三
五)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に

｢(

渭
水)

又
東
与
五
丈
渠
合
、
水
出
雲
陽
県
石
門
山
、
謂
之
清
水
。
東
南
流
、
逕
黄�
山
西｣

と
あ
る
。

(

宜
君
水
は)

ま
た
東
南
に
流
れ
て
、��羽
県

(

一)

故
城
の
西
を
過
ぎ
る
。(��羽)
県
は
漢
景
帝
二

(

前

一
五
六)

年
に
置
か
れ
た
。

水
経
注
疏
訳
注
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『
箋』�
宋
本
で
は

｢

以｣

の
字
の
下
に

｢

渓
名｣

の
二
字
が
あ
る
。

趙�
文
意
か
ら
考
え
る
と
こ
の
二
字
は
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

楊�《
残
宋
本
で
は
こ
の
行
の
一
一
字
が
欠
け
て
い
て
、
上
下
の
文
か
ら
類
推
す
る
に
、
お
そ
ら
く

｢

渓
名｣

の
二
字
は
な
い
だ
ろ

う
。》

『

史
記』
景
帝
本
紀
二
年
に

｢��羽
県
を
置
く｣

と
あ
る

(

二)

。『

漢
志』

は
同
じ

(

三)

。
県
は
左
馮
翊
に
属
し
、
後
漢
は
こ
れ

を
踏
襲
す
る

(

四)

。『
寰
宇
記』

に
よ
る
と
、
漢
末
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

(

五)

。
今
の
耀
州

(

六)

の
東
北
一
里
に
あ
る
。

宜
君
水
は
南
に
向
か
い
銅
官
水
と
合
流
す
る
。(

銅
官)

水
は

(��羽)
県

(

七)

の
東
北
に
出
て
、

朱
は

｢

県｣

の
字
が
な
く
、
ま
た
こ
の
句
の
下
に

｢

而｣

の
字
を
余
分
に
入
れ
る
。
趙
は
孫
潜
の
校
に
拠
っ
て
増
刪
し
、
戴
も
同

じ

(

八)

。

(

九)

西
南
に
向
か
い
銅
官
川
を
過
ぎ
る
。
こ
れ
を
銅
官
水

(

一
〇)

と
い
う
。

楊�『
通
鑑』

晋
太
元
九

(

三
八
四)

年
、
秦
王

(
苻)

堅
が
後
秦
軍
を
趙
氏
塢

(

一
一)

に
攻
撃
し
、
後
秦
軍
の
中
に
は
井
戸

(

一
二)

が
な
い
の
で
、
前
秦
の
人
は
安
公
谷
を
塞
ぎ
、
同
官
水
を
堰
き
止
め
て

(

後
秦
軍
を)

困
窮
さ
せ
た
。
ま
た
、(『

通
鑑』

は)

後
秦

王

(

姚よ
う)

萇
ち
ょ
う

は
寧
北
将
軍
姚よ
う

穆ぼ
く

に
同
官
川
を
守
ら
せ
た

(

一
三)
と
い
う
。『

長
安
志』

に
同
官
川
水
は
同
官
県
の
北
五
〇
里
に
あ
っ
て
、

宜
君
県
界
か
ら
来
る

(

一
四)

と
い
う
。
今
、
同
官
川
は
銅
官
県

(
一
五)

の
東
北
に
出
る
。

ま
た
西
南
流
し
、��羽
県
の
東
を
過
ぎ
、
西
南
流
し
て
、
そ
の

(��羽)
城
の
南
原
の
下
を
過
ぎ
て
、

西
南
に
向
か
っ
て
宜
君
水
に
注
ぐ
。
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(

一)

現
在
の
陝
西
省
銅
川
市
耀
州
区
泥
陽
村
が��羽
県
故
城
の
所
在
地
と
さ
れ
る

(『

校
箋
図
釈』

二
五
六
頁)

。

(

二)
『

史
記』
孝
景
本
紀
二
年
に

｢

置
南
陵
及
内
史
、��羽
為
県｣

と
あ
る
。

(

三)
『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
に

｢��羽
、
景
帝
二
年
置｣

と
あ
る
。

(

四)
『

続
漢
志』

一
・
左
馮
翊
に

｢��羽
、
永
元
九
年
復｣

と
あ
る
。

(

五)

段

『

校
記』

に
よ
る
と
、『
寰
宇
記』

巻
三
一
に
は
、
華
原
県
は
も
と
漢��羽
地
と
あ
る
が
、
漢
末
に
廃
さ
れ
た
と
い
う
文
章
は
な

く
、
同
官
県
に
も
こ
の
語
は
な
い
が
、
雲
陽
県
に
は
あ
る
と
い
う
。

(

六)

現
在
の
陝
西
省
銅
川
市
耀
州
区
で
あ
る
。

(

七)

底
本
に
は

｢

県｣

字
な
し
。

(

八)

底
本
は

｢

朱
無
県
字｣

の
下
を
、｢

下
、
趙
拠
孫
潜
増
、
全
戴
増
同｣

と
作
る
が
、
江
蘇
本
に
従
う
。

(

九)

底
本
に
は

｢

而｣

字
が
あ
る
。

(

一
〇)

『

校
箋
図
釈』

は
現
在
の
武
家
河
―
漆
水
河
に
あ
て
る

(
二
五
六
頁)

。
同
書
三
五
九
頁
の
釈
図
を
み
る
に
、
武
家
河
と
西
北
か

ら
来
た
漆
水
河
が
合
流
し
、
以
後
を
漆
水
河
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
河
川
が
宜
君
水
に
注
ぎ
こ
む
こ
と
に
な
る
。

(

一
一)

底
本
は

｢

塢｣

を

｢

壁｣

と
作
る
。

(

一
二)

底
本
は

｢

井｣

を

｢

水｣

に
作
る
。
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(

一
三)

『
通
鑑』

巻
一
〇
五
東
晋
太
元
九
年
六
月
条
に

｢

秦
王
堅
自
帥
歩
騎
二
万
、
以
撃
後
秦
軍
于
趙
氏
塢
。
使
護
軍
将
軍
楊
璧
等
分
道

攻
之
。
後
秦
兵
屡
敗
、
斬
後
秦
王
萇
之
弟
鎮
軍
将
軍
尹
買
。
後
秦
軍
中
無
井
、
秦
人
塞
安
公
谷
、
堰
同
官
水
以
困
之｣

と
あ
り
、
同
年

一
〇
月
条

(
巻
一
〇
六)

に

｢

後
秦
王
萇
、(

中
略)

使
寧
北
将
軍
姚
穆
守
同
官
川
、
自
将
其
衆
攻
新
平｣

と
あ
る
。

(

一
四)

宋
敏
求

『
長
安
志』

巻
二
〇
に

｢

同
官
川
水
在
県
北
五
十
里
。
自
坊
州
宜
君
県
界
来
、
経
県
南
流
入
華
原
県
界
。
水
経
注
曰
、

同
官
水
出��羽
城
東
北
、
而
西
南
経
同
官
川
、
謂
之
同
官
水｣

と
あ
る
。

(

一
五)

現
在
の
陝
西
省
銅
川
市
王
益
区
で
あ
る
。
銅
官
県
は
北
魏
太
平
真
君
七

(

四
四
六)

年
に
置
か
れ
た
県
で
あ
る
が
、
一
九
四
六

年
に
至
り
銅
官
と
潼
関
が
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
銅
川
県
と
改
称
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
に
銅
川
市
と
な
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
耀

州
区
に
あ
る
銅
川
新
区
正
陽
路
に
市
政
府
が
移
転
し
て
い
る
。

宜
君
水
は
ま
た
南
に
流
れ
て
土
門
山
の
西
側
に
出
る
が
①

、(

こ
こ
か
ら
を)

ま
た
沮
水
と
い
う
。

熊�『
地
形
志』

に
よ
る
と
、
土
門
県
に
は
土
門
山
が
あ
る

(

一)

。『

元
和
志』

に
よ
る
と
、
土
門
山
は
華
原
県
東
南
四
里
に
あ
る(

二)

。

今
の
耀
州
の
東
南
に

(

土
門
山
が)

あ
り
、
富
平
県
の
境
界
に
接
し
て
い
る
。

(

沮
水
は)

さ
ら
に
東
南
へ
流
れ
、
土
門
山
の
南
原
の
麓
を
経
て
、
東
に
向
か
っ
て
懐
徳
城
の
南
側
を
過

ぎ
る
。
そ
の
城
は
北
原
の
上
に
あ
る

(

三)

。

趙�『
寰
宇
記』

(

四)

に
よ
る
と
、｢

懐
徳
故
城
は
今
の
富
平
県
西
南
一
一
里
に
あ
り
、
漢
の
懐
徳
県
で
は
な
い
。
考
え
る
に
後
漢
末(

五)
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か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
、
漢
代
の
旧
名
に
因
ん
で
、
当
地
に
県
を
設
置
し
た
。
今
も
廃
城
が
残
っ
て
い
る｣

と
あ
る
。『

括
地
志』

に
よ
る
と
、｢

懐
徳
故
城
は
、
同
州
朝
邑
県
の
西
南
四
三
里
に
あ
る｣

と
あ
る

(

六)

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、(『

括
地
志』

の
い
う
の
は)

漢
代
の
懐
徳
県
で
あ
り
、『

注』

の
懐
徳
城
と
は
別
の
地
で
あ
る
。

楊�『
漢
志』
上
・
左
馮
翊
懐
徳
県
の
下
に
は
、｢『

禹
貢』

の

〝

北
条
の
荊
山〞

は
南
に
あ
り
、
そ
の
麓
に
疆
き
ょ
う

梁
り
ょ
う

原
が
あ
る
。
洛

水
は
東
南
に
流
れ
て
渭
水
に
入
る

(

七)｣

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
朝
邑
県
の
懐
徳
で
あ
っ
て
、
閻
若�(

百
詩)

が
そ

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(

八)

。『

隋
志』

(

九)

が
誤
っ
て
荊
山
を
富
平
県
の
条
に
か
け
て
以
降
、『

元
和
志』

(

一
〇)

『

長
安
志』

(

一
一)

は
遂
に
そ
の
誤
り
を
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
。『

注』

で
は
、
疆
梁
を
洛
水
条
で
述
べ

(

一
二)

、
ま
た
、『

渭
水
注』

で

は

｢

懐
徳
は
渭
水
の
北
、
沙
苑
の
南
に
あ
り｣

(

一
三)

と
し
て
い
て
、
前
漢
の
懐
徳
県
の
位
置
に
つ
い
て
は
的
確
で
誤
り
が
な
い
。(

懐

徳
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は)

特
に

『
括
地
志』

『

寰
宇
記』

に
依
拠
し
な
く
て
も
、(『

注』

の
み
で
も)

証
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

(

沮
水
は)

東
へ
向
か
い
前
漢
の
太
上
皇
陵
の
北
側
を
過
ぎ
る
。
そ
の
陵
墓
は
南
原
の
上
に
あ

る
。楊�

前
漢
の
高
帝

(

高
祖)

は
皇
考

(

父)

を
埋
葬
す
る
に
あ
た
り
、
墳
陵
を
起
こ
し
た
。(

そ
れ
に
つ
い
て
は)

『

注』

の
後
文

(

六
一
七
頁)

に
み
え
る
。『

元
和
志』

に
よ
る
と
、
漢
太
上
皇
陵
は
櫟や
く

陽よ
う

県
の
東
北
二
五
里
に
あ
る

(

一
四)

。『

明
一
統
志』

に
よ
る

と
、
臨
潼
県
の
東
北
七
五
里
に
あ
る

(

一
五)

。
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(

一)
『

地
形
志』

巻
一
〇
六
下
・
土
門
県
に

｢

景
明
元
年
置
。
有
土
門
山｣

と
あ
る
。『

校
箋
図
釈』

は
今
の
錦
屏
山
と
す
る

(

二
六
〇

頁)

。

(

二)
『

元
和
志』

巻
二
華
原
県
に

｢

土
門
山
、
在
県
東
南
四
里｣

と
あ
る
。『

隋
志』

上
・
京
兆
郡
に
華
原
県
が
あ
る
。

(

三)
『

校
箋
図
釈』

は
、
現
在
の
富
平
県
城
関
鎮
蓮
湖
村
の
西
北
に
あ
る
と
す
る

(

二
六
〇
頁)

。

(

四)
『

寰
宇
記』

巻
三
一
富
平
県
に
同
文
が
あ
る
。

(

五)

底
本
に
は

｢

末｣

字
が
な
い
が
、
楊
守
敬
集
の
校
勘
記
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
蘇
本
及
び
趙
が
典
拠
と
し
た

『

寰
宇
記』

巻
三

一
富
平
県
に
は

｢

後
漢｣

の
下
に

｢

末｣
の
字
が
あ
る
の
で
、
補
っ
た
。

(

六)
『

史
記』

巻
五
七
絳
侯
周
勃
世
家
に

｢

至
秦
、
賜
食
邑
懐
徳｣

と
あ
り
、
そ
の
正
義
に
引
く

『

括
地
志』

に

｢

懐
徳
故
城
、
在
同
州

朝
邑
県
西
南
四
十
三
里｣

と
あ
る
。
朝
邑
県
は
、
王
仲
ち
ゅ
う

犖ら
く

『

北
周
地
理
志』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
〇)

に
よ
る
と
、
も
と
漢
の
臨
晋

県
、
北
魏
の
南
五
泉
県
で
西
魏
の
時
に
現
名
称
に
改
め
た
。
現
在
の
陝
西
省
大だ
い

茘れ
い

県
朝
邑
鎮
に
あ
た
る
。

(

七)
『

漢
志』

上
・
左
馮
翊�か
い

徳と
く

県
条
に
、｢

禹
貢
北
条
荊
山
在
南
、
下
有
彊 �
梁
原
。
洛
水
東
南
入
渭
、
雍
州�｣
と
あ
り
、
顔
師
古
注

に

｢�
亦
懐
字｣

と
あ
る
。
ま
た
、『

尚
書』

禹
貢
に
は

｢�
属
渭�
、
漆
・
沮
既
従
、�豐
水
攸
同
。
荊
・
岐
既
旅｣

と
あ
り
、
こ
の

｢

荊｣

は
荊
山
を
指
す
。
荊
山
に
は
二
つ
あ
り
、
こ
こ
の
荊
山
は
北
の
山
脈

(〝

北
条〞)

の
荊
山
で
あ
る
。

(

八)

清
代
初
期
の
考
証
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
閻
若�
は
字
を
百
詩
と
い
う
。
そ
の
著
書

『

尚
書
古
文
疏
証』

巻
六
下
に
お
い
て
、
懐
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徳
城
は
富
平
県
と
朝
邑
県
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
歴
代
の
地
理
書
の
記
述
や
朝
邑
県
の
踏
査
に
基
づ
き
、
後
者
が

『

沮
水
注』

で
言
及

さ
れ
て
い
る
懐
徳
城
の
所
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。『

尚
書
古
文
疏
証』

(

全
八
巻)

は
閻
若�
の
代
表
的
著
作
で
、『

尚
書』

の

一
部
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

(

九)
『

隋
志』

上
・
京
兆
郡
富
平
県
条
に

｢

旧
置
北
地
郡
、
後
周
改
曰
中
華
郡
、
尋
罷
。
有
荊
山｣

と
あ
る
。

(

一
〇)

『

元
和
志』

巻
一
富
平
県
に

｢

荊
山
、
在
県
西
南
二
十
五
里
岐
山
東
、
禹
貢
云
、
荊
・
岐
既
旅
、
是
也｣

と
あ
る
。

(

一
一)

『

長
安
志』

巻
一
九
富
平
県
に

｢

荊
山
、
在
県
西
南
二
十
里
、
今
名
握
陵
原｣

と
あ
る
。

(

一
二)

趙

『

水
経
注
釈』

巻
一
六

｢
補
洛
水｣

に
、｢

禹
貢
錐
指
曰
、(

中
略)

朝
邑
県
朝
坂
下
引
水
経
注
云
、
洛
水
東
南
歴
彊 �

梁
原
、

俗
所
謂
朝
坂
。
此
皆
言
洛
水
、
而
今
本
無
之｣

と
あ
る
。
現
在
は
な
く
な
っ
た
が
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る

『

洛
水
注』

で
は
疆

(

彊)

梁
原
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
楊
は
指
摘
し
て
い
る
。

(

一
三)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に

｢

渭
水
之
陽
、
即
懐
徳
県
界
也
。
城
在
渭
水
之
北
、
沙
苑
之
南
、
即
懐
徳
県
故
城
也
。
世
謂
之
高
陽
城
、

非
矣｣

と
あ
る
。『

訳
注

渭
水
篇
下』

四
七
一
頁
の
楊
守
敬
疏
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(

一
四)

『

元
和
志』

巻
二
櫟
陽
県
に

｢

漢
太
上
皇
陵
、
在
県
東
北
二
十
五
里｣

と
あ
る
。
漢
太
上
皇
と
は
高
祖
劉
邦
の
父
親
を
指
す
。

(

一
五)

『

明
一
統
志』

巻
三
二
陝
西
布
政
司
で
は
、
漢
万
年
陵
に
注
を
付
し
て

｢

在
臨
潼
県
東
北
七
十
五
里
、
其
陵
東
葬
太
上
皇
、
西
葬

昭
霊
后｣

と
あ
る
。水

経
注
疏
訳
注
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沮
水
は
東
に
向
か
い
鄭
渠
に
注
ぐ
。
昔
、
韓
は
秦
の
東
伐
を
妨
害
し
よ
う
と
し
、
水
工
の
鄭
国
を
間
諜

と
し
て
秦
に
派
遣
し
、(

秦
の
国
力
を
削
ぐ
た
め
に)�
水
を
穿
っ
て
水
を
引
い
た
。
こ
の
渠
を

｢

鄭
渠｣

と
い
う

(

一)
。
渠
首
は�
水
を
中
山
の
西
①

の
瓠こ

口こ
う
②

で
承
け
る
。(

そ
の
地
が)

い
わ
ゆ
る
瓠こ

中
ち
ゅ
う(

二)

で
あ

る
。①

中
山
に
つ
い
て
は
、
後
文

(

六
一
二
頁)

に
詳
し
い
。

②
趙
は

｢

西｣

の
下
に

｢
河
渠
書｣

に
拠
っ
て

｢

邸｣

の
字
を
補
い

(

三)

、
全
・
戴

(

四)

も
同
じ
く
補
う
。

熊�『
漢
書』

溝こ
う

洫
き
ょ
く

志
も
ま
た

｢�
水
を
穿
ち
、
中
山
の
西
よ
り
瓠
口
に
至
る
ま
で
を
渠
と
し
た｣

と
あ
る

(

五)

。
そ
し
て
顔
師
古

に
よ
る
と
、｢

邸｣

は

｢

至｣

と
同
義
で
あ
る
と
い
う

(

六)

。『

史し

詮せ
ん』

に
は

｢〝

邸〞

は

〝

抵〞

と
作
る
べ
き
で
あ
る｣

と
あ
る

(

七)

。

故
に
邸
を
瓠
口
に
連
ね
て

(｢

邸
瓠
口｣)
と
名
づ
け
る

(

固
有
名
詞
と
す
る)

こ
と
は
で
き
な
い
。
全
・
趙
・
戴
が

｢

邸｣

の
字
を

増
す
の
は
誤
り
で
あ
る
。『

通
鑑』

晋
・
永
和
八
年
の
条
の
注
で
、
こ
の

『

注』

文
を
引
い
て
い
る
が
、｢

邸｣

の
字
は
な
い

(

八)

。
鄭

渠
故
道
は
今
の�
陽
県
の
西
北
で�
水
と
分
か
れ
る

(
九)

(

一
〇)

。
『

爾
雅』

①

に
よ
る
と
、
周
の
焦
穫
の
地
で
あ
る
②

。

①

『

爾
雅』

釈
地
篇
で
あ
る
。

②
朱
は

｢

獲｣

を

｢

護｣

に
作
る

(

一
一)

。『

箋』�
宋
本
で
は

｢

穫｣
に
作
る
。

楊�『
文
選』

班
固

(

叔
皮)

｢

北
征
賦｣

の
注
に
、『

爾
雅』

を
引
き

｢
穫｣

と
作
り

(

一
二)

、
今
本
の

『

爾
雅』

は

｢

護｣

に
作
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る
(

一
三)

。
郭
璞
の
注
に
よ
る
と

｢

焦
穫
は
、
現
在
の
扶
風
池
陽
県
の
瓠
中
が
そ
れ
で
あ
る｣

と
あ
る

(

一
四)

。『

括
地
志』

に
よ
る
と

｢

焦
穫
は
、�
陽
県
城
の
北
十
数
里
に
あ
る｣

と
あ
る

(

一
五)

。
今
の�
陽
県
の
西
北
六
〇
里
の
谷
口
の
下
に
あ
る
。

渠
を
作
っ
て
北
山
に
沿
い
①

、
東
に
向
か
っ
て
洛
水
に
注
ぐ
ま
で
三
百
余
里
、
そ
れ
を
も
っ
て
耕
地
を
灌

漑
し
よ
う
と
し
た
。(

し
か
し
な
が
ら
、
韓
の
策
略
が)

工
事
の
途
中
で
発
覚
し
、
秦
は
鄭
国
を
殺
そ
う

と
し
た
。
鄭
国

(

一
六)
は
、
②｢

は
じ
め
臣
は

(

韓
の)

間
諜
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
渠
が
完
成
し
た
な
ら

ば
、
秦
に
も
利
益
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う｣

と
言
っ
た
③

。

①
朱
に
は

｢

為｣

の
字
は
な
い
。
全
は
同
じ
で
、
趙
は

『

史
記』

河
渠
書
・『

漢
書』

溝
洫
志
に
基
づ
き

(｢

為｣

の
字
を)

増
し

た

(

一
七)

。

②
朱
は

｢

而｣

字
と

｢

秦｣

字
を
脱
し
、｢
鄭
国｣

の
二
字
を
重
ね
て
い
な
い
。『

箋』�『
史
記』

で
は

｢

中
以
漑
田
。
中
作
而
覚
、

欲
殺
鄭
国
、
鄭
国
曰｣

と
し
て
い
る

(

一
八)

。

全
・
趙

(

一
九)

・
戴
は
こ
れ
に
よ
っ
て

(｢

鄭
国｣

の
二
字
を)

増
し
た
。

③
戴
は

｢

成｣

の
字
を
削
除
し
て
い
る
。

結
局
、(

秦
は)

渠
の
工
事
を

(

鄭
国
に)

続
行
さ
せ
、
渠
が
完
成
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

泥
を
多
く
含
ん
だ
水
を
注
ぎ
入
れ
、
四
万
余
頃
も
の
塩
分
を
含
ん
だ

(

痩
せ
た)

土
地
を
灌
漑
し
①

、
す

べ
て
の
地
で
、
一�ほ

(

畝)

ご
と
に
一
鍾
し
ょ
う(

六
斛こ
く

四
斗
、
約
一
二
八
リ
ッ
ト
ル)

も
収
穫
を
あ
げ
た
②

。
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①
朱
は

｢

之
地｣

の
二
字
を
脱
す
。

趙�『
史
記』

河
渠
書
に
拠
っ
て

｢

之
地｣

を
補
っ
た

(

二
〇)

。

全
・
戴
は
同
じ
く

(

二
字
を)

補
う
。

②

『

箋』�｢
皆｣
の
上
に
は
、
史
書
で
は

｢

収｣

の
字
が
あ
る

(

二
一)

。

趙
は
こ
れ
に
よ
っ
て

｢
収｣

の
字
を
補
う

(

二
二)

。

関
中
は
沃
野
と
な
り
、
再
び
凶
作
の
年
は
な
く
な
っ
た
。
秦
は
富
強
と
な
り
、
つ
い
に
諸
侯
を
併
合
し
、

(

こ
の
渠
を)

鄭
渠
と
名
づ
け
た
。

楊�(『
注』

文
の)

｢

昔
韓
は
秦
が
東
伐
す
る
こ
と
を
妨
害
し
よ
う
と
し｣

か
ら
こ
こ
ま
で
の
字
句
は
、『

史
記』

河
渠
書
に
基
づ
い

て
い
る
。
た
だ

｢

い
わ
ゆ
る
瓠
中
で
あ
る

(
所
謂
瓠
中
也)｣

の
二
句
の
み
は
、『

爾
雅』

及
び
そ
の
郭
璞
注
の
文
を
混
じ
え
て
い
る
。

渠き
よ�と
く(

鄭
国
渠)

は
東
に
向
か
っ
て
宜
秋
城

(

二
三)

の
北
を
過
ぎ
①

、
さ
ら
に
東
に
向
か
っ
て
中
山
の
南
を

過
ぎ
る
。

①
楊�
こ
こ
で

｢

渠�｣
と
し
て
い
る
の
は
、
水
流
が
な
い
た
め
で
あ
る
。『

通
鑑』

晋
・
永
和
八
年
の
条
に

｢

杜
洪
・
張�居きょ
が
宜
秋

に
拠
っ
た｣

と
あ
る
の
は

(

二
四)

、
す
な
わ
ち
こ
の
場
所
の
こ
と
で
、
今
の�
陽
県
の
西
北
に
あ
る
。

(『

史
記』)

河
渠
書
に
よ
る
と
、｢(

鄭
国
渠
は)�
水
を
鑿う
が

ち
、
中
山
の
西
か
ら｣

と
あ
る

(

二
五)

。

朱
は

｢

西｣

を
誤
っ
て

｢

而｣

に
作
る
。
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趙�『
史
記』

(

河
渠
書)

に
は

｢�
水
を
鑿
た
し
め
、
中
山
の
西
か
ら
瓠
口
に
至
り
渠
を
為
す｣

と
あ
り

(

二
六)

、�
道
元
は
こ
の

文
を
分
割
し
て
引
用
し
た
。

全
は

『

史
記』

(
河
渠
書)

に
よ
っ
て

｢

邸
瓠
口
為
渠｣

の
五
字
を
補
っ
た
。

楊�『
史
記』
封
禅
書
の
集
解
に
は

｢

徐
広
は
、
河
渠
書
に
は

〝�
水
を
鑿
ち
中
山
の
西
か
ら〞

と
い
う｣

と
あ
る

(

二
七)

。
こ
れ
は

(『

注』

文
と)

全
く
の
同
文
で
あ
る
。
ま
し
て
上
文
は
暗
黙
の
う
ち
に
河
渠
書
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
既
に

｢

瓠
口｣

の
字
が
み
え
て

い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で

(『
史
記』

河
渠
書
と)

明
言
し
て
引
用
す
る
に
、(｢

邸
瓠
口
為
渠｣

と
い
う
句
を)

省
略
し
て
も
問
題
に

は
な
ら
な
い

(

全
の
い
う
よ
う
に
増
す
必
要
は
な
い)

。

(『

史
記』)

封
禅
書
に
よ
る
と
、
前
漢
の
武
帝
は
宝
鼎
を
汾
陰
で
得
て
、
こ
れ
を
甘
泉
に
供
え
よ
う
と
し

た
。
宝
鼎
は
中
山
に
到
着
す
る
と
、
モ
ク
モ
ク
と
雲
煙
が
立
ち
昇
っ
て
、
蓋
状
の
黄
雲
が
出
現
し
た(

二
八)

。

楊�
原
書

(

封
禅
書)

で
は

｢

氤�｣
を

｢

燕�｣
と
作
る
。

徐
広

『

史
記
音
義』

に
よ
る
と

｢

関
中
に
中
山
が
あ
り
、(

こ
の
山
は)

冀
州
の
も
の
で
は
な
い｣

と
あ

る

(

二
九)

。

熊�『
史
記』

封
禅
書
の
集
解
に
は
、｢

徐
広
は
、
関
中
に
も
中
山
が
あ
り
、(

こ
れ
は)

魯
の
中
山
で
は
な
い
、
と
い
う｣

と
あ
る
。

｢

魯｣

は

｢

冀｣

の
誤
り
で
あ
り
、
こ
れ

(『

注』)

を
以
て
正
す
べ
き
で
あ
る
。
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こ
の
山
を
指
し
て
俗
に
仲
山
と
呼
称
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。

趙�
顧
祖
禹
は
、｢

図
経
に
よ
る
と
、
中
山
は
北
は
嵯
峨
山
に
接
し
、
西
は
冶や

谷こ
く

を
も
っ
て
距
て
ら
れ
て
お
り
、
南
は
九
き
ゅ
う�そ
う

山ざ
ん

と
並

び
、
山
中
よ
り�
河
が
流
れ
出
て
く
る
、
故
に
中
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
一
説
に
よ
る
と
、
名
の
由
来
は
、
冶
谷
水
の
西

側
、�
水
の
東
側
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
い
、
俗
説
に
よ
る
と
、
誤
っ
て
仲
山
と
し
て

(

三
〇)

、
漢
の
高
祖
の
兄
劉
仲
が
居
住
し

た
場
所
で
、(

故
に
劉
仲
の
名
を
採
っ
て
仲
山
と
命
名
さ
れ
た)

と
い
う｣

と
あ
る

(

三
一)

。�
道
元
が
俗
説
を
否
定
し
た
の
は
正
し

い
。

楊�『
漢
書』

溝
洫
志
の
顔
師
古
注
で
は
、｢

中｣

は

｢

仲｣

と
読
む
と
し
て
い
る

(

三
二)

。『

括
地
志』

に
よ
る
と
、
中
山
は
一
名
を

仲
山
と
い
い
、
雲
陽
県
の
西
一
五
里
に
あ
る

(

三
三)

。『

金
志』

に
よ
る
と
、｢

淳
化
県
に
は
仲
山
が
あ
る

(

三
四)｣

と
あ
り
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
俗
説
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
で
も
仲
山
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、�
陽
県
の
西
北
に
あ
り
、
淳
化
県
の
境
界
と
接
し
て
い

る
。

鄭
渠
は
さ
ら
に
東
に
向
か
い
、
捨
車
宮
の
南
を
過
ぎ
①

、
冶
谷
水
を
横
切
る
②

。

①
熊�
捨
車
宮
は
詳
細
不
明
で
あ
る

(

三
五)

。

②
朱
は

｢

絶｣

を
誤
っ
て

｢

紀｣

と
作
り
、｢

冶｣

を
誤
っ
て

｢
治｣
と
作
る
。『

箋』�｢
紀｣

は

｢

絶｣

に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

趙

(

三
六)

は

｢

治｣

を
改
め
て

｢

冶｣

に
作
る
。

冶
谷
水

(

三
七)

は

『

渭
水
注』

に
詳
し
い

(

三
八)

。
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鄭
渠
の
故�
は
さ
ら
に
東
に
向
か
い
、�さ
つ�が
つ

(

三
九)

山
の
南
①

、
池
陽
県
故
城
の
北
を
過
ぎ
て
②

、
さ
ら
に

東
に
向
か
い
清
水
を
横
切
る
③

。

①
熊�
司
馬
相
如

｢

游
猟
賦｣

(

四
〇)

に
は

｢

九���｣
(

四
一)

と
あ
る
。『

漢
志』

に
は

｢

池
陽
県
は��
山
の
北
に
あ
る｣

と
あ

り
、
顔
師
古
の
注
に

｢��
は
、
今
、
俗
に��
山
を
嵯
峨
山
と
呼
ん
で
い
る

(

四
二)｣

と
あ
る
の
は
、
こ
れ
の
こ
と
で
あ
る
。『

元

和
志』

に
よ
る
と
、｢
嵯
峨
山
は
、
雲
陽
県
の
東
北
一
〇
里
に
あ
り
、
東
西
は
二
五
里
、
南
北
は
二
〇
里
、
山
上
に
雲
が
か
か
れ
ば
必

ず
雨
が
降
り
、(

そ
れ
に
よ
っ
て)

い
つ
も
気
象
を
判
断
し
て
い
る

(

四
三)｣

と
あ
る
。
今
の�
陽
県
の
北
に
あ
る
。
東
は
三
原
県
と

接
し
、
西
は
淳
化
県
界
と
接
し
て
い
る
。

②
楊�
前
漢
・
後
漢
で
は
池
陽
県
は
左
馮
翊
に
属
し
、
魏
で
は
馮
翊
郡
に
属
し
、
西
晋
で
は
扶
風
郡
の
治
所
と
な
り
、
北
魏
で
は
咸

陽
郡
に
属
し
た
、
今
の�
陽
県
の
西
北
二
里
に
あ
る
。

③
清
水
に
つ
い
て
は
、『

渭
水
注』

に
詳
し
い

(

四
四)
。

さ
ら
に
東
に
向
か
っ
て
北
原
の
下
を
過
ぎ
る
と
、
濁
水
が
こ
れ
に
注
ぎ
こ
む
。

趙�
孔
穎
達
の

『

尚
書
正
義』

の
引
く
こ
の

『

注』

文
を
み
る
に

(｢

濁
水｣

を)
｢

濯た
く

水す
い｣

に
作
る

(

四
五)

。

濁
水
よ
り
上
流

(

の
鄭
国
渠)

に
は
、
今
は
水
が
な
い
。

朱
は

｢

今｣

字
と

｢

水｣

字
が
な
い
。

全
・
趙
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
部
分
に
は
脱
文
が
あ
る
、
と
い
う
。
戴
は

(｢
今｣
字
と

｢

水｣

字
を)

補
っ
た
。
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熊�
鄭
渠
が�
水
を
承
け
て
か
ら
濁
水
に
至
る
ま
で
は
河
道
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

濁
水
の
上
流
は
雲
陽
県
①

の
東
に
あ
る
大
黒
泉
を
承
け
て
、
東
南
流
す
る
が
、
こ
れ
を
濁
谷
水
と
い
う
②

。

①
雲
陽
県
に
つ
い
て
は
、
上
文

(

五
九
八
頁)

に
詳
し
い
。

②
孫
星
衍
は
、『
長
安
志』

に

｢

華
原
の
濁
谷
河
水
は
県
の
西
北
孝
義
郷
大
海
村
よ
り
流
れ
来
て
、
県
を
過
ぎ
て
四
五
里
、
南
流
し
て

三
原
県
界
へ
入
る｣
と
あ
る
、
と
い
う

(

四
六)

。

楊�『
通
鑑』

斉
・
永
明
一
一

(

四
八
四)

年
に
、
北
魏
の
北
地
郡
の
賊
支し

酉ゆ
う

が
進
撃
し
て
咸
陽
の
北
の
濁
谷
に
至
っ
た
と
あ
る
の

は
、
こ
こ
を
指
し
て
い
る

(

四
七)
。
今
の
濁
谷
河
は
、
耀よ
う

州
の
西
北
に
あ
る
甲
池
堡
の
南
馬
鞍
口
よ
り
流
れ
出
て
い
る
。

(

濁
水
は)

ま
た
東
南
に
向
か
い
、
原
に
出
て
鄭
渠
に
注
ぎ
、
さ
ら
に
東
に
向
か
い
、
原げ
ん

を
経
て
、
曲
梁

城
の
北
側
を
流
れ
る
。

楊�
曲
梁
城
は
黄
白
城
の
こ
と
で
あ
る
。
城
に
曲
梁
宮
が
あ
る
の
で
曲
梁
城
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
黄
白
城
が
も
と
の
曲
梁

宮
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は

『

渭
水
注』

に
み
え
る

(

四
八)
。

(

濁
水
は)

さ
ら
に
東
へ
向
か
い
、
太
上
陵
の
南
原
の
麓
を
通
過
し
、
北
へ
曲
が
っ
て
原
の
東
側
を
過
ぎ
、

沮
水
と
合
流
し
て
、(

そ
こ
か
ら)

二
水
に
分
岐
す
る
。
一
水
は
東
南
へ
向
か
っ
て
流
れ
る
。
す
な
わ
ち

濁
水
で
あ
り
、
白
渠
に
至
っ
て
①

沢
泉
と
合
流
す
る
②

。

①
白
渠
に
つ
い
は

『

渭
水
注』

(

四
九)

に
詳
し
い
。
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②
沢
泉
に
つ
い
て
は
後
文

(

六
二
九
頁)

に
詳
し
い

(

五
〇)

。

熊�
濁
水
が
沢
泉
と
合
流
す
る
の
は
沮
水
と
沢
泉
が
合
流
す
る
南
側
で
あ
る
。

俗
に
こ
れ

(
濁
水)

(

五
一)

を
漆
水
と
い
い
、
ま
た
、
漆
沮
水
と
も
い
う
。

孫
星
衍
は

『

地
形
志』

万
年
県
に
漆
沮
水
が
あ
る

(

五
二)

、
と
い
う
。

楊�
後
文

(

六
三
〇
頁)
に

｢

そ
れ
ゆ
え
濁
水
に
漆
沮
の
名
が
あ
る｣

と
あ
る
の
は
、
こ
こ
の

『

注』

文
に
対
応
し
て
お
り
、
つ
ま

り
こ
の
二
句
は
濁
水
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

濁
水
は)

白
渠
を
横
切
り
、
東
に
向
か
い
万
年
県
故
城
の
北
側
を
過
ぎ
て
、
櫟
陽
渠
と
な
る
。
こ
の
城

が
櫟
陽
宮
で
あ
る

(

五
三)

。

楊�『
括
地
志』

に
、｢

秦
の
櫟
陽
故
宮
は
雍
州
櫟
陽
県
の
北
三
五
里
に
あ
る
。
秦
の
献
公
が
造
営
し
た｣

と
あ
り
、『

三
輔
黄
図』

に
、｢

高
祖
は
長
安
に
都
を
置
い
た
が
、
ま
だ
宮
室
が
な
く
、
櫟
陽
宮
に
居
た｣

と
あ
る

(

五
四)

。

前
漢
の
高
帝

(

高
祖)

は
、
皇
考

(

父)
を
こ
の
県
に
埋
葬
し
、
墳
陵
を
造
営
し
、(

県
を
置
い
て)

封

邑
名
を
定
め
て
万
年
と
改
め
た
。

楊�『
史
記』

高
祖
本
紀
一
〇
年
の
条
に
、
太
上
皇
が
櫟
陽
宮
に
崩
御
し
た
、
と
あ
る

(

五
五)

。『

漢
書』

に
よ
る
と

｢

太
上
皇
が
崩

御
し
、
万
年
に
葬
っ
た｣

と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
引
く

『

三
輔
黄
図』
に
は

｢

初
め
、
高
祖
は
櫟
陽
に
居
た
の
で
、
太
上
皇
も
櫟

陽
に
居
た
。(

高
祖
の)

一
〇
年
に
太
上
皇
が
崩
御
し
、
そ
の
北
原
に
葬
り
、(
そ
の
地
に)

万
年
邑
を
造
営
し
、
長
・
丞
を
置
い
た｣

水
経
注
疏
訳
注

第
十
六

沮
水

六
一
七



と
あ
る

(

五
六)

。

『

地
理
志』

(『

漢
志』)

に
は
、
馮
翊
の
万
年
県
は
高
帝

(

五
七)

が
置
き
、
王
莽
は

｢

異
赤

(

県)｣

と
称
し

た

(

五
八)

と
い
う
。
故
に
徐
広
の

『

史
記
音
義』

に
は
①｢

櫟
陽
は
今
の
万
年
で
あ
る｣

と
あ
る
②

。

①

『

史
記』

秦
本
紀
の
集
解
に
あ
る

(

五
九)

。

②
楊�
秦
は
櫟
陽
県
を
置
き
、
漢
帝

(

高
祖)

(

六
〇)

は
県
を
分
割
し
て
万
年
県
を
置
き
、
櫟
陽
城
中
を
治
所
と
し
、
並
び
に
左
馮
翊

に
属
し
た
。
後
漢
で
は
、
櫟
陽
県
を
廃
止
し
て
万
年
県
に
編
入
し
、
そ
の
ま
ま
左
馮
翊
に
属
さ
せ
た
。
魏
・
晋
で
は
京
兆
郡
に
所
属

さ
せ
、
北
魏
で
は
再
び
馮
翊
の
管
轄
と
し
た
。
今
の
臨
潼
県
の
東
北
七
五
里
に
あ
る
。

��
が
、
県
の
西
に
は�
水
・
渭
水
が
あ
り
、
北
に
は
小
河
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
①

こ
の
水

(

濁

水)

の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
②

。

①
楊�『
史
記』

夏
本
紀
の
正
義
が
引
く

『

十
三
州
志』

は

｢

西｣

を

｢

南｣

に
作
る

(

六
一)

。

②
朱
は

｢

謂｣

を
誤
っ
て

｢

渭｣

に
作
る
。『

箋』�｢
渭
此｣

は

｢

此
渭｣

に
作
る
も
の
も
あ
る
。

趙�(『
箋』

の
説
は)

正
し
く
な
い
。｢

渭｣

は

｢

謂｣
と
作
る
べ
き
で
、(｢

渭｣

字
を)

改
め
て

｢

謂｣

と
作
る
。

全
・
戴
は
同
じ
く
改
め
る
。

そ
の
水
は
ま
た
南
に
向
か
い
、
曲
が
っ
て
、
石
川
水
と
名
を
改
め
る
。

楊�『
括
地
志』

に
は

｢

沮
水
は
一
名
を
石
川
水
と
い
う｣

と
あ
る

(

六
二)
。
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ま
た
西
南
に
向
か
っ
て
、
郭か
く�ろ
う

城

(

六
三)

の
西
を
過
ぎ
①

、《

白
渠
の
枝
渠
と
合
流
し》

、
ま
た
南
に
向
か
っ

て
、
渭
水
に
合
流
す
る
。

①
楊�
郭�
は
不
詳
。『

史
記』

趙
世
家
で
、
武
霊
王
が
我
が
先
王
は
郭
狼
を
取
っ
た
と
言
っ
た
の
は

(

六
四)

、
お
そ
ら
く
別
の
地
で

あ
ろ
う
。『

漢
志』
に
は
、
西
河
郡
に
皋こ
う

狼ろ
う

県
が
あ
り

(

六
五)

、『

通
鑑
地
理
通
釈』

は
、
こ
の

(

郭�
城
と)

同
じ
地
か
と
疑
っ
て
い

る

(

六
六)

。
ど
う
し
て
秦
が

(

晋
の)

郭
狼
の
人
を
こ
の
地
に
移
住
さ
せ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
城
を

(

郭�
と)

命
名
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。｢�｣
は

｢

狼｣

の
俗
字
で
あ
る
。

熊�
こ
の
白
渠
枝
渠
は
、
即
ち

『
渭
水
注』

に
い
う
と
こ
ろ
の
、
白
渠
枝
渠
は
東
南
に
向
か
っ
て
、
高
陵
県
故
城
の
北
側
を
過
ぎ
、

さ
ら
に
東
に
向
か
っ
て
櫟
陽
城
の
北
を
過
ぎ
る
、
と
あ
る
も
の
で
あ
る

(

六
七)

。

(

一)

戦
国
時
代
、
秦
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
灌
漑
施
設
で
あ
る
鄭
渠

(

鄭
国
渠)

の
概
要
に
つ
い
て
は
、『

史
記』

巻
二
九
河
渠
書
、『

漢

書』

巻
二
九
溝
洫
志
に
み
え
る
。
こ
の
渠
に
つ
い
て
は
、
既
に

『

訳
注

渭
水
篇
下』

四
三
八
〜
四
四
〇
頁
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
委
ね
、
本
書
で
は
繰
り
返
さ
な
い

(

そ
の
後
に
村
松
弘
一

『

中
国
古
代
環
境
史
の
研
究』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
、
が
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
部
第
五
章

｢

中
国
古
代
関
中
平
原
の
水
利
開
発
と
環
境
―
鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ｣

参
照)

。
渠
道
の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
以
下
に
叙
述
さ
れ
る

『

沮
水
注』

が
最
も
詳
細
で
あ
る
が
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
そ
の
渠
道
は
、
①
渠
首
か
ら�

水
の
水
を
引
き
北
山
に
沿
っ
て
東
流
し
沮
水
に
合
流
す
る
。
こ
こ
か
ら
二
つ
に
分
岐
す
る
。
一
つ
は
②
沮
水
に
沿
っ
て
東
流
し
て
粟
邑
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県
故
城
を
通
過
し
て
東
北
流
し
洛
水
に
合
流
す
る
。
も
う
一
つ
は
③
沮
水
よ
り
分
岐
し
て
東
南
流
し
て
濁
水
に
入
り
、
万
年
県
故
城
の

北
を
通
過
し
て
南
に
屈
曲
し
て
櫟
陽
渠
と
な
り
、
南
へ
曲
が
っ
て
名
を
石
川
水
に
変
え
、
さ
ら
に
、
西
南
流
し
て
白
枝
渠
に
合
流
し
て

渭
水
に
入
る
。
な
お

『

訳
注

渭
水
篇
下』

四
三
八
頁
注

(

四)

参
照
。

(

二)

鄭
国
渠
の
渠
首
に
あ
た
る
瓠
中

(

瓠
口)

の
遺
址
は
、
陝
西
省�
陽
県
西
北
部
仲
山
南
麓
に
あ
る
。
秦
建
明
・
楊
政
・
趙
栄

｢

陝

西�
陽
県
秦
鄭
国
渠
首�闌
河�霸
工
程
遺
址
調
査｣

(『

考
古』

二
〇
〇
六
―
四)

及
び
同
報
告
掲
載
の

｢

鄭
国
渠
渠
首
工
程
遺
跡
平
面
図｣

(

次
頁
参
照)

に
よ
る
と
、
遺
跡
は
南
北
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
一
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
麓
の�

水
が
流
れ
出
る
山
口
よ
り
南
約
二.
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
渠
に
流
す
た
め
河
水
を
貯
め
る
ダ
ム
を
構
成
し
た
東
西
二
六
五
〇
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ�霸は(
堤
防)

の
址
が
あ
る

(
次
頁
図
の
Ａ
〜
Ｅ)

。
当
地
の
地
形
は
、
西
側
の
低
山
と
東
側
の
黄
土
台
地
に
挟
ま
れ
た
峡
谷

で
あ
り
、
上
空
か
ら
見
下
ろ
す
と
瓠

(

ひ
ょ
う
た
ん)

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
そ
の
瓠
状
に
た
ま
っ
た
河
水
か
ら
渠
水
を
引
い
た

の
で
、
渠
首
を

｢

瓠
口｣

と
称
し
、〝

ひ
ょ
う
た
ん
の
中〞

が
渠
水
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、｢

瓠
中｣

と
も
い
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

(

三)
『

史
記』

河
渠
書
に

｢

自
中
山
西
邸
瓠
口
為
渠｣

と
あ
り
、｢
中
山
西｣

の
下
に

｢

邸｣

の
字
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
山
に
つ
い

て

『

校
箋
図
釈』

は
現
在
の
北
仲
山
で
あ
る
と
す
る

(

二
六
一
頁)
。

(

四)

台
湾
本
・
江
蘇
本
で
は

｢

戴｣

を

｢

趙｣

に
作
る
。

(

五)
『

漢
書』

溝
洫
志
に

｢

乃
使
水
工
鄭
国
間
説
秦
、
令
鑿�
水
、
自
中
山
西
邸
瓠
口
為
渠｣

と
あ
る
。
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(

六)
前
注

『

漢
書』

溝
洫
志
の
引
用
文
に
付
さ
れ
る
顔
師
古
注
に
は

｢

中
読
曰
仲
、
即
今
九�
之
東
仲
山
也
。
邸
、
至
也｣

と
あ
る
。

(

七)

清
・
梁
玉
縄
撰

『

史
記
志
疑』

巻
一
六
に

｢

自
中
山
西
邸
瓠
口｣

に
付
し
た
按
語
に

｢

附
案
史
詮
曰
、
邸
当
作
抵｣

と
あ
る
。『

史

詮』

は
、
杜
沢
遜
撰

『

四
庫
存
目
標
注』

巻
一
二
史
部
正
史
類
に
よ
る
と
、
明
・
程
一
枝
の
撰
で
全
五
巻
、『

史
記』

の
諸
本
を
校
勘
し

字
句
を
解
釈
し
た
書
。
校
勘
に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
が
、
評
語
の
水
準
は
低
い
と
い
う
。
既
に
散
逸
。

(

八)
『

通
鑑』

巻
九
九
晋
・
永
和
八
年
正
月
の
条
に

｢

司
馬
勲
既
還
漢
中
、
杜
洪
・
張�居
屯
宜
秋｣

と
あ
り
、
胡
三
省
注
に

｢

水
経
註
、

鄭
渠
自
中
山
西
瓠
口
東
流
、
逕
宜
秋
城
北
、
又
東
逕
中
山
南
、
又
東
逕
池
陽
県
故
城
北｣

と
あ
る
。

(

九)

底
本
は

｢

鄭
渠
故
道
自
合�
陽
県
西
北
分�
水｣

と
あ
る
が
、
台
湾
本
、
江
蘇
本
と
も
に

｢

合｣

を

｢

今｣

に
作
る
の
に
従
う
。

(

一
〇)

｢

于
中
山
西｣

と

｢

瓠
口｣

の
間
に
｢
邸｣

の
字
を
入
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。『

史
記』

『

漢
書』

は

｢

邸｣

字

が
入
り
、『

注』

で
も

｢

邸｣

字
を
入
れ
る
本
が
あ
る
。
し
か
し
熊
疏
は
そ
れ
を
却
け
る
。
他
方
、『

校
箋
図
釈』

は

｢

邸｣

字
を
入
れ

る
と
と
も
に
、｢�
水｣

と

｢

于｣

の
間
に
読
点
を
付
す
。
議
論
は
あ
ろ
う
が
熊
疏
に
従
い
、『

注』

の
訳
と
し
て
は
、
本
書
の
よ
う
に

し
て
お
く
。

(

一
一)

次
注
参
照
。

(

一
二)

『

文
選』

巻
九
班
固

｢

北
征
賦｣

に

｢

朝
発�
於
長
都
兮
、
夕
宿
瓠
谷
之
玄
宮｣

と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に

｢

爾
雅
曰
、
周
有
焦

穫
。
郭
璞
曰
、
音
護
。
今
扶
風
池
陽
県
瓠
中
是
也｣

と
あ
る
。

(

一
三)
『

爾
雅』

釈
地
篇
に
は

｢

周
有
焦
護｣

と
あ
り
、｢

護｣

に
作
っ
て
い
る
。
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(

一
四)

『
爾
雅』

釈
地
篇
の
郭
璞
注
に
は

｢

今
扶
風
池
陽
県
瓠
中
是
也｣

と
あ
る
。

(

一
五)

『
史
記』

巻
一
一
〇
匈
奴
伝
に

｢

申
侯
怒
而
与
犬
戎
共
攻
殺
周
幽
王
于
驪
山
之
下
、
遂
取
周
之
焦
穫｣

と
あ
り
、
そ
の
正
義
に
引

く

『

括
地
志』
に

｢

焦
穫
、
亦
名
刳
口
、
亦
曰
刳
中
、
在
雍
州�
陽
県
城
北
十
数
里
、
周
有
焦
穫
也｣

と
あ
る
。

(

一
六)

台
湾
本
で
は

｢
鄭
国｣

の
字
を
削
除
し
て
い
る
。

(

一
七)

前
注

(

三)

に
引
く

『

史
記』

河
渠
書
に
は
、
続
け
て

｢

為
渠
並
北
山｣

と
あ
る
。『

漢
書』

溝
洫
志
も
同
文
。

(

一
八)

『

箋』

で
は

｢

中
以
漑
田｣
と
す
る
が
、
前
掲

｢

河
渠
書｣

及
び
本
文
に
は

｢

欲
以
漑
田｣

と
あ
り
、『

箋』

の
引
用
は
誤
り
で

あ
る
。

(

一
九)

台
湾
本
は

｢

全
・
趙
改
、
戴
依
増｣
と
し
、｢

趙｣

の
下
に

｢

改｣

の
字
を
増
す
。

(

二
〇)

『

史
記』

河
渠
書
に

｢

漑
沢
鹵
之
地
四
万
余
頃
、
収
皆
畝
一
鐘 �

｣

と
あ
る
。

(

二
一)

『

史
記』

河
渠
書
、『

漢
書』

溝
恤
志
と
も
に

｢
収
皆
畝
一
鐘 �

｣

と
し
て
お
り
、｢

皆｣

の
上
に

｢

収｣

の
字
を
確
認
で
き
る
。

(

二
二)

台
湾
本
・
江
蘇
本
で
は

｢

趙｣

の
上
に

｢

全｣
を
増
す
が
、
楊
守
敬
集
の
校
勘
に
よ
る
と
、
全
祖
望
本
に
は

｢

収｣

の
字
が
な

い
。

(

二
三)

『

校
箋
図
釈』

は
、
宜
秋
城
は
現
在
の�
陽
県
王
橋
鎮
上
然
村
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

(

二
六
一
頁)

。

(

二
四)

『

通
鑑』

巻
九
九
晋
永
和
八

(

三
五
二)

年
正
月
の
条
に

｢

司
馬
勲
既
還
漢
中
、
杜
洪
・
張�居
屯
宜
秋｣

と
あ
る
。
な
お
、
台
湾

本
の
み

｢

拠｣

の
下
に

｢�居
之
故｣

の
三
字
が
あ
り
、
楊
守
敬
集
で
は
、『

通
鑑』
の
原
文
に
基
づ
き

｢�居
之
故｣

を
衍
字
と
し
、
さ
ら
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注
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に

｢
拠｣

を

｢

屯｣

に
作
る
べ
き
と
す
る
。

(

二
五)

『
史
記』

河
渠
書
に

｢

乃
使
水
工
鄭
国
、
間
説
秦
、
令
鑿�
水
、
自
中
山
西
邸
瓠
口
為
渠｣

と
あ
る
。

(

二
六)

前
注

(
二
五)

の

『

史
記』

河
渠
書
を
参
照
。

(

二
七)

『

史
記』

封
禅
書
に

｢

至
中
山
、�燕�
、
有
黄
雲
蓋
焉｣

と
あ
り
、
そ
の
集
解
に

｢

徐
広
曰
、
河
渠
書
、
鑿�
水
自
中
山
西｣

と

あ
る
。

(

二
八)

『

史
記』

封
禅
書
に

｢
其
夏
六
月
中
、
汾
陰
巫
錦
為
民
祠
魏�隹
后
土
営
旁
、
見
地
如
鉤
状
、�
視
得
鼎
。
鼎
大
異
於
衆
鼎
、
文
鏤

無
款
識
、
怪
之
、
言
吏
。
吏
告
河
東
太
守
勝
、
勝
以
聞
。
天
子
使
使
験
問
巫
得
鼎
無
姦
詐
、
乃
以
礼
祠
、
迎
鼎
至
甘
泉
、
従
行
、
上
薦

之
。
至
中
山
、�燕�
、
有
黄
雲
蓋
焉｣
と
あ
る
。

(

二
九)

『

史
記』

封
禅
書
に

｢

今
鼎
至
甘
泉
、
光
潤
竜
変
、
承
休
無
疆
。
合
茲
中
山
、
有
黄
白
雲
降
蓋｣

と
あ
り
、
そ
の
集
解
に

｢

徐
広

曰
、
関
中
亦
復
有
中
山
也
、
非
魯
中
山｣

と
あ
る
。

(

三
〇)

底
本
は

｢

俗
訛
仲
山｣

に
作
る
。
台
湾
本
で
は

｢
訛｣

を

｢

説｣

と
し
て
い
る
。

(

三
一)

顧
祖
禹

『

紀
要』

巻
五
三�
陽
県
・
中
山
に

｢

図
経
、
中
山
北
接
嵯
峨
、
西
拒
冶
谷
、
南
並
九�
、�
河
自
中
而
出
、
故
名
中

山
。
或
曰
、
山
在
冶
水
西
、�
水
東
也
。
漢
元
鼎
初
、
獲
宝
鼎
於
汾
陰
、
薦
之
甘
泉
。
鼎
至
中
山
、
氤�
有
黄
気
蓋
焉
。
俗
訛
為
仲
山
、

云
漢
高
祖
兄
仲
居
此｣

と
あ
る
。

(

三
二)

前
注

(

五)

引
用
の

『

漢
書』

溝
洫
志
の
顔
師
古
注
に

｢

中
読
曰
仲
、
即
今
九�
之
東
仲
山
也｣

と
あ
る
。
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(

三
三)
前
注

(

二
五)

引
用
の

『

史
記』

河
渠
書
の
文
に
付
し
た
正
義
に
引
く

『

括
地
志』

に

｢

中
山
一
名
仲
山
、
在
雍
州
雲
陽
県
西

十
五
里｣
と
あ
る
。

(

三
四)

『

金
史』
巻
二
六
地
理
志
下
・�分
州
に

｢

淳
化
有
仲
山
・
車
箱
坂｣

と
あ
る
。

(

三
五)

『

校
箋
図
釈』
は
、
現
在
の�
陽
県
口
鎮
に
あ
っ
た
と
す
る

(

二
六
一
頁)

。
国
家
文
物
局
主
編

『

中
国
文
物
地
図
集』

陝
西
分

冊
上
の�
陽
県
の
条
に
は

｢
口
鎮
宮
殿
遺
址｣

と
い
う
記
載
が
あ
る
。

(

三
六)

台
湾
本
は

｢

趙｣

の
上
に

｢

戴｣

の
字
が
あ
る
。

(

三
七)

台
湾
本
の
み

｢

冶
谷
水｣
の
上
に

｢

守
敬
按｣

の
三
字
が
あ
り
、
以
下
を
楊
に
よ
る
疏
文
と
す
る
。

(

三
八)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に
は

｢(

清
水)
又
南
入��羽
県
、
歴
原
南
出
、
謂
之
清
水
口
。
東
南
流
絶
鄭
渠｣

と
あ
る
の
み
で
冶
谷
水

に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
熊
疏
は
脱
文
を
想
定
し
て
い
る

(『

訳
注

渭
水
篇
下』

三
八
一
頁
参
照)

。
な
お

『

校
箋
図
釈』

は
冶
谷
水
を
現
在
の
冶
峪
河
に
あ
て
る

(
二
六
一
頁)

。

(

三
九)

台
湾
本
・
江
蘇
本
で
は

｢�｣
を
す
べ
て

｢

薛｣
に
作
る
。

(

四
〇)

江
蘇
本
で
は

｢

游
猟
賦｣

を

｢

上
林
賦｣

と
す
る
。｢
游
猟
賦｣

は
、
正
式
に
は

｢

天
子
游
猟
賦｣

と
い
い
、『

文
選』

で
は

｢

子
虚
賦｣

(

巻
七)

と

｢

上
林
賦｣

(

巻
八)

に
分
割
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。『

注』

に
引
用
さ
れ
た
句
は

｢

上
林
賦｣

の
一
節
で

あ
る
。

(

四
一)

底
本
で
は

｢

九
紫��｣
と
す
る
が
、
江
蘇
本
で
は

｢

九���｣
と
す
る
。『

文
選』

巻
八
司
馬
相
如

｢

上
林
賦｣

に
は

｢

九

水
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���｣
と
あ
り
、｢

紫｣

は
誤
り
。
江
蘇
本
に
従
い
底
本
の
字
を
改
め
た
。

(

四
二)

『
漢
志』

上
・
左
馮
翊
に

｢

池
陽
、
恵
帝
四
年
置
。��
山
在
北｣

と
あ
る
。
ま
た
、
顔
師
古
注
に
は

｢��
、
即
今
俗
所
呼
嵯

峨
山
、
是
也｣
と
あ
る
。
現
在
も
嵯
峨
山
と
い
う

(『

校
箋
図
釈』

二
六
一
頁)

。

(

四
三)

『

元
和
志』
巻
一
雲
陽
県
に

｢

嵯
峨
山
、
一
名��
山
、
在
県
東
北
十
里
、
東
西
二
十
五
里
、
南
北
二
十
里
。
山
上
有
雲
必
雨
、

常
以
為
候｣

と
あ
る
。

(

四
四)

巻
一
九

『

渭
水
注』
に

｢
渭
水
又
東
得
白
渠
枝
口
、
又
東
与
五
丈
渠
合
、
水
出
雲
陽
県
石
門
山
、
謂
之
清
水
。
東
南
流
逕
黄�

山
西
、
又
南
入��羽
県
、
歴
原
南
出
、
謂
之
清
水
口
。
東
南
流
絶
鄭
渠｣

と
あ
る
。『

訳
注

渭
水
篇
下』

三
七
九
〜
三
八
〇
頁
も
参
照
。

(

四
五)

『

尚
書
正
義』

巻
六
禹
貢
に
は

｢
水
経
、(

中
略)

又
云
、
鄭
渠
在
太
上
皇
陵
東
南
、
濯
水
入
焉
、
俗
謂
之
漆
水
、
又
謂
之
漆
沮
、

其
水
東
流
注
於
洛
水｣

と
あ
る
。

(

四
六)

『

長
安
志』

巻
一
九
華
原
県
に
同
文
が
あ
る
。
な
お

『

校
箋
図
釈』

も
濁
水
は
現
在
の
濁
峪
河
と
す
る

(

二
六
一
頁)

。

(

四
七)

『

通
鑑』

巻
一
三
八
斉
永
明
一
一
年
九
月
の
条
に

｢
先
是
、
北
地
民
支
酉
聚
衆
数
千
、
起
兵
於
長
安
城
北
石
山
。(

中
略)

支
酉

進
至
咸
陽
北
濁
谷
、
穆
亮
与
戦
、
又
敗｣

と
あ
る
。

(

四
八)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に
は

｢(

清
水)

東
南
流
絶
鄭
渠
、
又
東
南
入
高
陵
県
、
逕
黄
白
城
西
、
本
曲
梁
宮
也｣

と
あ
り
、
楊
疏
は

『

元
和
志』

巻
一
の
、
黄
白
城
は
三
原
県
の
西
南
一
五
里
に
あ
り
、
秦
の
曲
梁
宮
が
城
内
に
あ
る
、
と
い
う
記
事
を
引
い
て
い
る
。

(

四
九)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に
は

｢

渭
水
又
東
得
白
渠
口｣

以
下

｢

故
漢
書
溝
洫
志
曰
、
白
渠
首
起
谷
口
、
尾
入
櫟
陽
、
是
也
。
今
無
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水｣
ま
で
、
白
渠
の
記
事
が
あ
る
。

(

五
〇)

『
校
箋
図
釈』

は
、
沢
泉
水
の
現
在
名
は
温
泉
河
で
あ
る
と
い
う

(

二
六
一
頁)

。

(

五
一)

こ
の

『
注』

文
は
濁
水
で
は
な
く
沢
泉
を
指
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
故
に
楊
疏
は
濁
水
を
指
す
と
述
べ

て
い
る
。

(

五
二)

『

地
形
志』

巻
一
〇
六
下
馮
翊
郡
万
年
県
に
は

｢

有
漆
沮
水｣

と
あ
る
。

(

五
三)

底
本
で
は

｢

為
櫟
陽
宮
也｣

に
作
る
が
、
江
蘇
本
、
台
湾
本
、
楊
守
敬
集
に
よ
っ
て

｢

為
櫟
陽
渠
、
城
即
櫟
陽
宮
也｣

に
改
め

た
。

(

五
四)

『

史
記』

高
祖
本
紀
、
高
帝
一
〇

(
前
一
九
七)

年
七
月
条
に

｢

淮
南
王
黥
布
・
梁
王
彭
越
・
燕
王
盧
綰
・
荊
王
劉
賈
・
楚
王
劉

交
・
斉
王
劉
肥
・
長
沙
王
呉�
皆
来
朝
長
楽
宮｣
と
あ
り
、
正
義
に

｢

括
地
志
云
、
秦
櫟
陽
故
宮
、
在
雍
州
櫟
陽
県
北
三
十
五
里
、
秦

献
公
所
造
。
三
輔
黄
図
云
、
高
祖
都
長
安
、
未
有
宮
室
、
居
櫟
陽
宮
也｣

と
あ
る
。

(

五
五)

『

史
記』

高
祖
本
紀
一
〇

(

前
一
九
七)

年
条
に

｢
七
月
、
太
上
皇
、
崩
櫟
陽
宮｣

と
あ
る
。
太
上
皇
と
は
漢
王
劉
邦
が
皇
帝
に

即
位
し
た
段
階
で
、
自
ら
の
父
に
対
し
て
与
え
た
称
号
。

(

五
六)

『

漢
書』

高
帝
紀
下
・
一
〇

(

前
一
九
七)

年
条
に

｢

秋
七
月
癸
卯
、
太
上
皇
崩
、
葬
万
年｣

と
あ
る
。
そ
の
顔
師
古
注
に
引
く

『

三
輔
黄
図』

は
疏
と
同
文
で
あ
る
。

(

五
七)

江
蘇
本
は

｢

高
帝｣

を

｢

高
祖｣

と
作
る
。
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(

五
八)

『
漢
志』

上
・
左
馮
翊
に

｢

万
年
、
高
帝
置
。
莽
曰
異
赤｣

と
あ
る
。

(

五
九)

『
史
記』

秦
本
紀
・
献
公
二

(

前
三
八
三)

年
に

｢

城
櫟
陽｣

と
あ
り
、
集
解
に

｢

徐
広
曰
、
徙
都
之
、
今
万
年
是
也｣

と
あ
る
。

(

六
〇)

底
本
は

｢
漢
帝｣

に
作
り
、
江
蘇
本
は

｢

漢
高
帝｣

に
作
る
。

(

六
一)

『

史
記』

夏
本
紀
の

｢

漆
沮
既
従｣

に
付
し
た
正
義
が
引
く��『
十
三
州
志』

に

｢

万
年
県
南 �

有�
渭
、
北
有
小
河
、
即
沮
水

也｣

と
あ
り
、
濁
水
が
沮
水
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『

史
記』

に
は

『

十
三
州
地
理
志』

と
し
て
引
か
れ
る
が
、｢

地
理｣

は
衍
字

と
さ
れ
る
。

(

六
二)

前
注
に
引
用
し
た

『

史
記』
正
義
の
前
に

『

括
地
志』

が
引
用
さ
れ
て
お
り

｢

漆
水
源
出
岐
州
普
潤
県
東
南
岐
山
漆
渓
、
東
入

渭
。
沮
水
一
名
石
川
水
、
源
出
雍
州
富
平
県
、
東
入
櫟
陽
県
南
。
漢
高
帝
於
櫟
陽
置
万
年
県｣

と
あ
る
。

(

六
三)

郭�
城
に
つ
い
て
は
、『

校
箋
図
釈』
は
、
陝
西
省
渭
南
市
官
道
鎮
田
市
村
に
比
定
し
て
い
る

(

二
六
二
頁)

。

(

六
四)

『

史
記』

趙
世
家
に

｢(

武
霊
王)

召
楼
緩
謀
曰
、
我
先
王
因
世
之
変
、
以
長
南
藩
之
地
、
属
阻�
・�釜
之
険
、
立
長
城
、
又
取

藺
・
郭
狼
、
敗
林
人｣

と
あ
る
。

(

六
五)

『

漢
志』

下
・
西
河
郡
の
属
県
と
し
て
皋
狼
の
名
が
あ
る
。
県
名
の
み
し
か
記
さ
れ
な
い
。

(

六
六)

王
応
麟

『

通
鑑
地
理
通
釈』

巻
八
・
七
国
形
勢
考
上

｢

藺
・
郭
狼｣

に
、｢

地
理
志
、
西
河
郡
、
有
藺
・
皋
狼
二
県
。
戦
国
策
、

知
伯
之
趙
、
請
蔡�
狼
之
地
、(

趙)

襄
子
弗
与
。
郭
狼
疑
是
皋
狼｣

と
あ
る
。

(

六
七)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に
は

｢

白
渠
又
東
、
枝
渠
出
焉
。
東
南
逕
高
陵
県
故
城
北
。(

中
略)

又
東
逕
櫟
陽
城
北｣

と
あ
る
。
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訳
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も
う
一
つ
の
水
は
東
に
流
れ
出
る
。
こ
れ
が
沮
水
で
あ
る

(

一)

。

楊�
以
下
の
文
で�
氏
は
、
古
籍
に
拠
っ
て
沮
水
が
鄭
渠
の
河
道
に
従
う

(

二)

と
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
沮
水
は
既
に
鄭
渠

と
流
れ
を
通
じ
て
い
な
か
っ
た

(

三)

。
ま
た
、�
氏
が
南
済
・
北
済

(

四)

と
述
べ
る
よ
う
な
も
の
も
、
み
な
昔
の
河
道
を
い
っ
て
お
り
、

当
時
の
河
川
で
は
な
い
の
で
あ
る
。『

渭
水
注』

の
白
渠
の

｢

今
は
、
水
が
な
い｣

(

五)

、
な
ら
び
に
本
篇
の
上
文
で
鄭
渠
に
つ
い
て

｢

濁
水
よ
り
上
流
に
は
、
今
は
水
が
な
い｣

と
述
べ
て
い
る

(

六
一
五
頁)

の
を
み
れ
ば
、(�
氏
が
述
べ
て
い
る)

河
道
が
昔
の
も

の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(

沮
水
は)

東
に
向
か
っ
て
沢
泉
(
六)

と
合
流
す
る
。

熊�
沮
水
が
沢
泉
と
合
流
す
る
地
点
は
、
濁
水
が
沢
泉
と
合
流
す
る
地
点
の
北
に
位
置
す
る
。

(

沢
泉
の)

水
は
沮
水
の
東
の
沼
沢
中

(

七)
か
ら
出
る
。

熊�『
長
安
志』

に
、｢

沢
多
泉
は
、
富
平
県
の
西
一
三
里
の
永
潤
郷
温
泉
邨
に
あ
る
。(

そ
の
流
れ
は
、)

東
に
向
か
っ
て
薄
台
川
に

入
っ
て
三
〇
里

(

流
れ)

、
東
南
に
向
か
い
、
漆
沮
河
に
入
る
。
民
間
の
耕
地
に
用
水
を
供
給
す
る｣

と
あ
る

(

八)

。
畢�
氏
は
、

｢(

沢
多
泉
と
は)
『

水
経
注』

に
み
え
る
沢
泉
で
、〝

沮
水
の
東
の
沼
沢
中
か
ら
出
る〞

と
い
う
も
の
で
あ
る｣

と
い
う

(

九)

。

沮
水
と
原
を
隔
て
て
相
去
る
こ
と
一
五
里
で
、
俗
に
こ
の
河
川

(

沢
泉)

を
漆
水
と
称
す
る
。

朱
は

(｢

漆
水｣

を)
｢

渠

(

水)｣

に
作
り
、
趙
は

｢�(
水)｣

に
改
め
る
。

水
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全
・
戴
は

｢

漆

(

水)｣

に
改
め
る
。

(

沢
泉
の
水
は)

東
へ
流
れ
て
薄
昭

(

一
〇)

の
墓

(

一
一)

を
過
ぎ
る
。
墓
冢
は
北
原

(

一
二)

の
上
に
あ
る
。

熊�『
寰
宇
記』

に
、｢

薄
昭
の
墓
は
富
平
県
の
西
一
三
里
に
あ
る
。(

薄
昭
は)

薄
太
后

(

一
三)

の
弟
で
、�只し
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た｣

と

あ
る

(

一
四)

。
宋
の

(
富
平)

県
は
、
す
な
わ
ち
今
の

(

富
平)

県
で
あ
る

(

一
五)

。

さ
ら
に
懐
徳
城
の
北
を
過
ぎ
、

(

懐
徳)

城
に
つ
い
て
は
前
文

(
六
〇
六
頁)

に
詳
し
い
。

東
南
に
向
か
っ
て
鄭
渠
に
注
ぎ
、
沮
水
に
合
流
す
る
。
さ
ら
に
沮
水
よ
り
真
っ
直
ぐ
に
こ
れ
を
横
切
っ

て
濁
水
に
注
ぎ
、
白
渠
に
至
っ
て
濁
水
に
合
流
す
る
。

熊�
沢
泉
が
沮
水
を
横
切
る
と
い
う
こ
と
は
、
上

(

前
頁)

に
い
う
沮
水
が

｢

東
に
向
か
っ
て
沢
泉
と
合
流
す
る｣

に
該
当
す
る
。

沢
泉
が
白
渠
に
至
っ
て
濁
水
に
合
流
す
る
こ
と
は
、
上
に
い
う
濁
水
が

｢

白
渠
に
至
っ
て
沢
泉
と
合
流
す
る｣

(

六
一
六
頁)

に
該
当

す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
濁
水
に
漆
沮
水
の
名
が
あ
る
。

朱
は

｢�
沮｣

に
作
る
。『

箋』�｢
漆
沮｣

に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

楊�『
注』

は
上
文
で

｢

俗
に
沢
泉
を
漆
水
と
称
す
る

(

六
二
九
頁)｣
と
い
う
。
そ
し
て
、
濁
水
が
沢
泉
と
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
至

る
と
、｢

俗
に

(

濁
水
を)

漆
水
と
い
い
、
ま
た
漆
沮
水
と
も
い
う｣

と
し

(
六
一
七
頁)

、
こ
こ
で
ま
た

｢

濁
水
に
漆
沮
水
の
名
が

水
経
注
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訳
注
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あ
る｣

と
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と

(

漆
水
が)

属
す
る
の
は
沢
泉
で
、
濁
水
に
漆
水
の
名
は
な
く
、
濁
水
が
下

流
で
沢
泉
に
出
合
う
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
漆
水
の
名
が
生
じ
、
さ
ら
に
漆
沮
水
の
名
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。『

注』

の
意
味
は
お
の
ず

か
ら
明
ら
か
で
、
胡
渭
が

｢�
道
元
は
濁
水
を
漆
水
と
す
る｣

と
い
う
の
は

(

一
六)

、
道
元
が
濁
水
の
上
流
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
漆

水
と
呼
ん
で
い
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(

一)
『

注』

の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
水
は
太
上
陵
の
南
原
の
東
で
二
つ
に
分
か
れ
た
鄭
渠
の
も
う
一
方
の
流
路
で
、
沮
水
で
も

あ
る
。｢

鄭
渠｣

は

『

史
記』

河
渠
書
に
い
う

｢

鄭
国
渠｣

で
あ
る
が
、
こ
こ
以
降
の
当
該
渠
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
以

下
の

『

注』

記
載
の
地
名
を
辿
れ
ば
、
渠
は
東
北
方
向
に
流
れ
る
こ
と
に
な
り
、
木
村
正
雄
氏
は
こ
れ
に
従
う

(

木
村
正
雄

｢

大
規
模

治
水
水
利
事
業
の
展
開
と
第
二
次
農
地
の
形
成｣

〈
同
著

『

中
国
古
代
帝
国
の
形
成
―
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件』

新
訂
版
、
比
較
文

化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
、
初
刊
一
九
六
五〉)

。
し
か
し
、『

注』

の
記
述
に
従
う
と
渠
水
は
洛
水
の
上
流
部
に
注
ぎ
込
み
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
流
れ
が
山
間
部
を
上
る
こ
と
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
史
念
海
・
佐
竹
靖
彦
両
氏
は
東
流
説
を
唱
え
る

(

史
念
海

｢

古
代
的
関

中｣
〈

同
著

『

河
山
集』

生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
六
三〉

、
佐
竹
靖
彦

｢

鄭
国
渠
と
白
渠｣

〈

栗
原
益
男
先
生
古
稀
記
念
論

集
編
集
委
員
会
編

『

中
国
古
代
の
法
と
社
会

栗
原
益
男
先
生
古
稀
記
念
論
集』

汲
古
書
院
、
一
九
八
八〉)

。
譚
其
驤
氏
は
東
流
す
る
形

で
図
示
し

(

同
主
編

『

中
国
歴
史
地
図
集』

第
二
冊
、
地
図
出
版
社
、
一
九
八
二
、
五
〜
六
頁)

、
近
年
の
研
究
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る

(

村
松
弘
一

｢

中
国
古
代
関
中
平
原
の
水
利
開
発
と
環
境
―
鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ｣

〈

同
著

『

中
国
古
代
環
境
史
の
研
究』

汲
古
書
院
、

水
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二
〇
一
六
、
初
出
二
〇
一
五〉

、
浜
川
栄

｢

鄭
国
渠
の
灌
漑
効
果
と
そ
の
評
価
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て｣

〈

同
著

『

中
国
古
代
の
社
会

と
黄
河』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九〉

、
大
川
裕
子

｢

鄭
国
渠
と
都
江
堰
―
戦
国
秦
の
水
利
開
発｣

〈

同
著

『

中
国
古
代
の
水
利

と
地
域
開
発』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五〉

、『

校
箋
図
釈』

渭
水
流
域
分
図
一
四)

。
鄭
国
渠
に
つ
い
て
は
、『

訳
注

渭
水
篇
下』

四
三

八
頁
注

(

四)

を
も
参
照
。

(

二)

原
文
は

｢

沮
水
循
鄭
渠
之
道｣

。
楊
は
次
段
落
の

『

注』

の

｢

沮
循
鄭
渠

(

沮
水
は
鄭
渠
に
従
っ
て)｣

を
踏
ま
え
て
い
る
。

(

三)

太
上
陵
の
南
原
東
以
降
の
鄭
国
渠
に
つ
い
て
は
、
土
壌
の
塩
分
濃
度
の
高
さ
に
よ
り
灌
漑
用
水
と
し
て
の
役
割
が
早
々
に
放
棄
さ

れ
、
北
魏
時
代
に
は
既
に
こ
の
流
れ
が
廃
絶
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
注

(

一)

所
掲
、
村
松
弘
一
・
浜
川
栄
論
文
を

参
照
。

(

四)

巻
七
、
巻
八

『

済
水
注』

に
よ
る
と
、
済
水
は
二
水
に
分
か
れ
、
東
北
流
し
て
渤
海
湾
に
注
ぐ
水
を
北
済
、
東
に
流
れ
て
泗
水
に

注
ぐ
水
を
南
済
と
称
し
て
い
る
。
な
お
、
巻
七
の

『
注』

文
に

｢

又
東
過
陽
武
県
南｣

と
あ
り
、
疏
文
で
楊
は
、｢

又
済
陰
国
以
北
済
出

其
北
而
定
名
。(

中
略)

其
済
陽
県
、
亦
当
以
南
済
出
其
南
而
定
名
。
是
漢
時
済
有
南
北
二
流
審
矣｣

と
述
べ
て
い
る
。

(

五)

巻
一
九

『

渭
水
注』

に
、｢(

白
渠)

又
東
南
注
于
渭
。
故
漢
書
溝
洫
志
曰
、
白
渠
首
起
谷
口
、
尾
入
櫟
陽
是
也
。
今
無
水｣

と
あ

る
。『

訳
注

渭
水
篇
下』

四
三
七
頁
を
参
照
。

(

六)
『

校
箋
図
釈』

は
、
沢
泉
を
現
在
の
温
泉
河

(

別
名
葦
子
河)

に
比
定
す
る

(

二
六
一
頁)

。

(

七)
『

校
箋
図
釈』

に
よ
れ
ば
、
沢
泉
の
水
源
と
な
る
沼
沢
は
既
に
な
い
が
、
現
在
の
富
平
県
王
寮
鎮
・
城
関
鎮
・
宮
裏
鎮
の
間
の
東
北

水
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か
ら
西
南
に
か
け
て
の
窪
地
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
。
ま
た
、
周
辺
の
文
物
の
残
存
状
況
お
よ
び
次

『

注』

に
記
さ
れ
る
沮
水
と
沢

泉
と
の
距
離
を
も
と
に
、
沼
沢
の
範
囲
を
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
東
は
順
義
村
、
西
は
太
平
荘
、
南
は
原
の
南
麓
、
北
は
斉
村
ま

で
と
す
る

(
二
六
二
頁)

。
(

八)
『

長
安
志』

巻
一
九
富
平
県
条
に
、｢

沢
多
泉
、
在
県
西
一
十
三
里
永
潤
郷
温
泉
村
。
東
入
薄
台
川
三
十
里
、
東
南
入
漆
沮
河
、
漑

民
田｣

と
あ
る
。

(

九)

前
注
に
掲
げ
た

『

長
安
志』
富
平
県
条
の
清
・
畢�
の
按
語
に
、｢

此
即
水
経
注
之
沢
泉
、
云
、
出
沮
東
沢
中
、
与
沮
水
隔
原
、
相

去
十
五
里
、
東
逕
薄
昭
墓
南
、
又
逕
懐
徳
城
北
、
東
南
注
鄭
渠
、
合
沮
水
。
又
自
沮
直
絶
注
濁
水
、
至
白
渠
合
焉
。
故
濁
水
得
漆
沮
之

名
也
、
是｣

と
あ
る
。

(

一
〇)

薄
昭

(

？
〜
前
一
七
〇)

は
呉
の
人
で
、
漢
高
祖
の
妃
で
後
に
太
皇
太
后
に
進
号
し
た
薄
氏
の
弟
で
あ
る
。
高
祖
の
時
に
郎
と

な
り
、
呂
后
が
崩
じ
る
と
薄
氏
の
子
の
代
王
劉
恒

(
文
帝)

を
擁
立
し
た
。
文
帝
元

(

前
一
七
九)

年
に
車
騎
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、�只

侯
に
封
ぜ
ら
れ
た

(『

史
記』

巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表
な
ど)

。
(

一
一)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は
、
こ
こ
に

｢

南｣

字
を
増
す
。

(

一
二)

『

校
箋
図
釈』

は
、
六
〇
六
頁
の

『

注』

に
み
え
る

｢

北
原｣
と
、
こ
こ
の

｢

北
原｣

を
同
一
と
し
て
い
る

(

二
六
三
頁)

。

(

一
三)

薄
太
后

(

？
〜
前
一
五
五)

は
、
前
注

(

一
〇)

に
掲
げ
た
薄
昭
の
姉
で
あ
る
。
高
祖
の
妃
と
な
っ
て
代
王
劉
恒

(

文
帝)

を

生
み
、
文
帝
の
即
位
に
よ
っ
て
皇
太
后
と
な
り
、
景
帝
が
即
位
す
る
と
太
皇
太
后
に
進
号
し
た

(『

史
記』

巻
四
九
外
戚
世
家
・
薄
太
后
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な
ど)
。

(

一
四)

『
寰
宇
記』

巻
三
一
耀
州
・
富
平
県
に

｢

薄
昭
墓
、
在
県
西
十
三
里
。
薄
太
后
之
弟
、
封�只
侯｣

と
あ
る
。

(

一
五)

『

校
箋
図
釈』

は
、
薄
昭
墓
の
位
置
を
前
注
所
引

『

寰
宇
記』

等
の
記
述
か
ら
現
在
の
富
平
県
城
関
鎮
梁
家
荘
に
比
定
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
墓
葬
遺
址
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
該
の
墓
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る

(

二
六
二
頁)

。

(

一
六)

『

禹
貢
錐
指』

巻
一
〇

｢

漆
沮
既
従｣

に
、｢

渭
按
、�
元
以
濁
水
為
漆
水
、
宋
人
則
以
銅
官
川
水
来
合
沮
水
者
為
漆
水
。
近
志

皆
承
其
説｣

と
あ
る
。

沮
水
は
鄭
渠
に
従
っ
て

(

一)

東
に
向
か
い
、
当
道
城
の
南
を
過
ぎ
る
。

熊�
当
道
城
は
今
の
富
平
県
の
東
北
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

当
道)

城
は
頻
陽
県
故
城

(

二)

の
南
に
あ
る
。(

頻
陽
県
故
城
は
か
つ
て
の)

頻
陽
宮
で
、
秦
の�れ
い

公

(

三)

が
置
い
た
。

『

箋』�
古
本
は

｢

秦�｣
の
二
字
を
脱
し
、
呉
本
は
こ
れ
を
増
し
て
挿
入
す
る
。

熊�『
漢
志』

に

｢

頻
陽

(

県)

、
秦
の�
公
が
置
い
た｣

と
あ
る

(
四)

。『

史
記』

秦
本
紀
に

｢�
公
二
一
年
、
初
め
て
頻
陽
に
県
を

設
置
し
た｣

と
あ
り

(

五)

、『

漢
志』

が
依
拠
し
た
記
述
で
あ
る
。
前
漢
・
後
漢
の

(

頻
陽)

県
は
左
馮
翊
に
所
属
し
、
魏
晋
で
は
馮

翊
に
属
し
、
北
魏
で
は
廃
さ
れ
た

(

六)

。
今
の
富
平
県
の
東
北
五
〇
里
に
あ
る
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
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(

頻
陽
県
故)

城
の
北
に
頻
山
が
あ
り
、

熊�『
隋
志』

の
華
原

(

県)

に
頻
山
が
あ
り

(

七)

、『

通
典』

の
美
原

(

県)

に
平
陽
山
が
あ
る

(

八)

。

｢

平｣

と

｢

頻｣

の
音
は
同

じ
で
あ
る
。『
元
和
志』

に
、｢

美
原

(

県)

の
西
北
一
一
里
に
頻

(

九)

山
が
あ
る｣

と
い
う

(

一
〇)

。『

金
志』

に

｢

美
原

(

県)

に

頻
陽
山
が
あ
る｣
と
い
う

(

一
一)

。
今
の
富
平
県
の
東
北
七
〇
里
に
あ
る

(

一
二)

。

(

頻)

山
に
は
漢
の
武
帝
の
殿
が
あ
り
、
石
を
組
み
上
げ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
県
は

(

頻)

山
の
南
に
あ

る
。
故
に
頻
陽
と
い
う
の
で
あ
る
。

『

箋』�
古
本
が

｢

潁
陽｣

に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る

(

一
三)

。

孫
星
衍
は
、｢

頻
陽
は
浜
陽
で
あ
る
。
古
字
は
こ
の
よ
う
に
作
る｣

と
い
う
。

楊��
氏
は
、(

頻
陽)

県
は
頻
山
の
南
に
あ
る
た
め
頻
陽
と
呼
ば
れ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
山
を
中
心
と
し
て
い
う
も
の
で

あ
る
。『

元
和
志』

も
ま
た
、｢

秦
の�
公
が

(
頻)
山
の
南
に

(

頻
陽)

県
を
設
け
た｣

と
い
っ
て
お
り

(

一
四)

、
こ
れ
は

『

注』

を

根
拠
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

(

次

『

注』

に
あ
る
よ
う
に)

応
劭
は
、｢(

頻
陽)

県
は
頻
水
の
陽

(

北)

に
あ
る｣

と
い

う
。
そ
う
し
て�
氏
は
、
鄭
渠
・
沮
水
の
流
れ

(

を
述
べ
る
に)

あ
た
っ
て
、(

頻
水
の
北
と
い
う
応
劭)

説
に
歩
み
寄
っ
て
い
る
け

れ
ど
も

(

一
五)

、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
意
を
明
ら
か
に
し

(｢
水｣
を

｢

山｣

に
し)

て
い
る
。『

史
記』

河
渠
書
を
考
え
る
に
、
鄭

国
の
こ
と
を
西
門
豹
の
こ
と
の
後
で
述
べ
て
い
る

(

一
六)

。
豹
は
魏
の
文
侯

(

一
七)

の
時
に
在
世
し
た
。
秦
の�
公
の
時
は
、
魏
献

子

(

一
八)

の
時
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、(

頻
陽)

県
を
置
い
た
時
に
は
、
ま
だ
鄭
渠
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
沮
水
が

(

頻
陽)
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県
の
南
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

｢

頻
水
の
陽

(

北)

に
あ
る｣

と
い
え
よ
う
か
。
あ
る
い
は
応
劭
は
も
と

｢

頻
山｣

に
作
っ

て
い
た
が
、(『

注』

が)

伝
わ
り
写
さ
れ
る
過
程
で

(

一
九)

｢

頻
水｣

に
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『

漢
志』

の
顔

師
古
注
に

(
頻
水
の
陽
と
す
る)

応
劭
の
説
が
あ
り
、『

史
記』

王
翦せ
ん

伝
の
索
隠

(

二
〇)

も
こ
の
説
を
引
用
す
る
。『

晋
志』

『

通
典』

も
な
ら
び
に
応
劭
説
に
基
づ
い
て
い
る

(

二
一)

。
み
な
深
く
考
え
て
い
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
孫
星
衍
の

｢

頻
陽
は
浜
陽
で
あ
る｣

と
い
う
説
明
に
至
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
根
拠
が
な
い
。

応
劭
は
、(

頻
陽)

県
は
頻
水
の
陽

(

北)

に
あ
る
と
い
う

(

二
二)

。(

し
か
し
、)

今
、
県
の
近
く
に
該
当

す
る
河
川
は
な
く
、
こ
れ
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
鄭
渠
と
沮
水
だ
け
で
あ
る
。

(

一)

原
文
は

｢

沮
循
鄭
渠｣

で
あ
る
。
こ
の
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
、
木
村
正
雄
氏
は
鄭
国
渠
の
部
分
的
な
名
称
と
す
る
。
黄
盛
璋
氏

は
、
鄭
国
渠
が
沮
水
の
ル
ー
ト
に
従
っ
て
流
れ
て
い
た
と
す
る
。
佐
竹
靖
彦
氏
は
、
沮
水
と
鄭
国
渠
が
並
行
し
て
流
れ
て
い
た
と
す
る
。

村
松
弘
一
氏
は
、
東
流
す
る
沮
水
が
北
魏
時
代
に
は
既
に
涸
れ
て
い
た
と
し
、｢

沮
水
が
す
で
に
廃
さ
れ
た
か
つ
て
の
鄭
国
渠
の
渠
道
に

従
っ
て
流
れ
て
い
た｣

と
す
る
。
沮
水
と
鄭
国
渠
の
関
係
に
つ
い
て
は
結
論
を
下
せ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず

｢

循
し
た
が

う｣

の
訓
み
に
即
し
て

訳
出
す
る
。
六
三
一
頁
注

(

一)

前
掲
、
木
村
正
雄
・
佐
竹
靖
彦
・
村
松
弘
一
論
文
、
お
よ
び
黄
盛
璋

｢

関
中
農
田
水
利
的
歴
史
発
展

及
其
成
就｣
(

同

『

歴
史
地
理
論
集』

人
民
出
版
社
、
一
九
八
二)

を
参
照
。

(

二)

頻
陽
県
故
城
の
遺
跡
は
、
現
在
の
富
平
県
美
原
鎮
古
城
村
附
近
に
位
置
す
る
。
城
址
は
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
の
も
の
で
、

水
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面
積
は
約
二
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
縄
文
板
瓦
・
雲
文
瓦
当
等
が
あ
る
。
後

の

『

注』
に
は
、
頻
山
の
南
に
位
置
す
る
た
め

｢

頻
陽｣

の
呼
称
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
と
遺
跡
周
辺
の
地
勢
は
一
致
し

て
い
る

(

国
家
文
物
局
主
編

『

中
国
文
物
地
図
集

陝
西
分
冊』

西
安
地
図
出
版
社
、
一
九
九
八
、
六
〇
一
頁)

。
ま
た
、『

校
箋
図
釈』

も
当
該
城
址
を
頻
陽
県
故
城
と
す
る

(

二
六
三
頁)

。

(

三)

秦
の�
公

(

在
位�
前
四
七
七
〜
前
四
四
三)

は
、
戦
国
秦
の
国
君
の�
共
公
で
あ
る
。
剌ら
っ�き
ょ
う

公
と
も
称
す
。
西
戎
の
大��
を
滅

ぼ
し
、�
共
公
二
一

(

前
四
五
六)

年
に
初
め
て
頻
陽
県
を
設
置
し
た

(『

史
記』

巻
五
秦
本
紀
な
ど)

。

(

四)
『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
に

｢

頻
陽
、
秦�
公
置｣

と
あ
る
。

(

五)
『

史
記』

秦
本
紀
に

｢(�
公)

二
十
一
(

前
四
五
六)

年
、
初
県
頻
陽｣

と
あ
る
。

(

六)

前
漢
に
つ
い
て
は
前
注

(

四)

を
参
照
。
後
漢
に
つ
い
て
は
、『

続
漢
志』

一
・
左
馮
翊
に

｢

頻
陽｣

の
県
名
が
み
え
る
。
西
晋
に

つ
い
て
は
、『

晋
志』

上
・
馮
翊
郡
に

｢

頻
陽
、
秦�
公
置
、
在
頻
水
之
陽｣

と
あ
る
。
北
魏
に
つ
い
て
は
、『

長
安
志』

巻
二
〇
美
原

県
所
引

『

周
地
図
記』

に
、｢

苻
秦
時
於
此
置
土
門
護
軍
。
後
魏
太
武
太
平
真
君
七
年
、
罷
護
軍
、
地
入
同
官
県
。
宣
武
景
明
元
年
、
省

頻
陽
県
、
分
銅
官
県
置
土
門
県
、
属
北
地
郡
、
因
県
界
頻
山
有
土
闕
、
状
似
門
、
故
曰
土
門｣

と
あ
る
。

(

七)
『

隋
志』

上
・
京
兆
郡
に

｢

華
原
、(

中
略)

有
沮
水
・
頻
山｣
と
あ
る
。

(

八)
『

通
典』

巻
一
七
三
京
兆
府
に

｢

美
原
、
本
漢
頻
陽
県
、
故
城
今
在
県
南
三
里
、
在
頻
水
之
陽
、
秦�
公
置
。
今
県
是
高
宗
分
富
平

県
置
。
有
平
陽
山｣

と
あ
る
。
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(

九)
台
湾
本
は

｢

頻｣

を

｢

平｣

に
作
る
。

(

一
〇)

『
元
和
志』

巻
二
京
兆
下
に
、｢

美
原
県
、(

中
略)

秦
・
漢
頻
陽
之
地
、
以
県
西
北
十
一
里
有
頻
山
、
秦�
公
於
山
南
立
県
、
故

曰
頻
陽｣

と
あ
る
。

(

一
一)

『

金
志』

下
・
耀
州
に

｢

美
原
、
有
頻
陽
山｣

と
あ
る
。

(

一
二)

『

校
箋
図
釈』

は
、
前
注

(

一
〇)

に
掲
げ
た

『

元
和
志』

記
載
の

｢

美
原
県｣

は
現
在
の
富
平
県
美
原
鎮
で
、
そ
の

｢

西
北
十

一
里｣

に
当
た
る
所
に
今
も
頻
山
が
あ
る
と
す
る

(

二
六
四
頁)

。

(

一
三)

『

箋』

は

｢

古
本
倶
作
潁
陽
、
誤｣

に
作
り
、｢

倶｣

字
が
あ
る
。

(

一
四)

前
注

(

一
〇)

参
照
。

(

一
五)

台
湾
本
は

｢

雖｣

を
欠
く
。

(

一
六)

『

史
記』

巻
二
九
河
渠
書
に

｢

西
門
豹
引�
水
漑�
、
以
富
魏
之
河
内
。
而
韓
聞
秦
之
好
興
事
、
欲
罷
之
、
毋
令
東
伐
、
乃
使
水

工
鄭
国
間
説
秦
、
令
鑿�
水
自
中
山
西
邸
瓠
口
為
渠
、
並
北
山
東
注
洛
三
百
余
里
、
欲
以
漑
田
。
中
作
而
覚
、
秦
欲
殺
鄭
国
。
鄭
国
曰
、

始
臣
為
間
、
然
渠
成
亦
秦
之
利
也
。
秦
以
為
然
、
卒
使
就
渠
。
渠
就
、
用
注
填
閼
之
水
、
漑
沢
鹵
之
地
四
万
余
頃
、
収
皆
畝
一
鐘
。
於

是
関
中
為
沃
野
、
無
凶
年
、
秦
以
富
彊
、
卒
并
諸
侯
、
因
命
曰
鄭
国
渠｣

と
あ
る
。
な
お
、
西
門
豹

(

生
没
年
不
詳)

は
戦
国
時
代
の

魏
文
侯
の
時
に�
令
と
な
り
、〝

十
二
渠〞

を
開
鑿
し
て�
水
の
水
を
引
き
、
耕
地
を
灌
漑
し
た

(『

史
記』

巻
一
二
六
滑
稽
列
伝)

。

(

一
七)

魏
の
文
侯

(

在
位�
前
四
四
五
〜
前
三
九
六)

は
戦
国
時
代
の
魏
の
国
君
で
あ
る
。
文
侯
四
四

(

前
四
〇
三)

年
に
晋
か
ら
独

水
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注
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訳
注

穀
水
篇
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立
し
て
諸
侯
と
な
っ
た
。�て
き��こう
・
李�か
い

・
西
門
豹
ら
を
登
用
し
て
国
力
を
増
強
し
、
中
山
を
滅
ぼ
す
な
ど
領
土
を
拡
大
し
た

(『

史
記』

巻
四
四
魏
世
家)

。
(

一
八)

魏
献
子
に
つ
い
て
は
二
五
六
頁
注

(

一
六)

を
参
照
。

(

一
九)

台
湾
本
は
、｢
伝
鈔｣

の
後
に

｢

誤｣

字
が
あ
る
。

(

二
〇)

底
本
・
台
湾
本
は

｢
索
隠
正
義｣

に
作
る
。
楊
守
敬
集
は
校
勘
記
で

『

史
記』

王
翦
伝
の
正
義
に
応
劭
の
説
が
引
か
れ
て
い
な

い
こ
と

(

注

(

一
五)

参
照)
か
ら
、｢

正
義｣

を
削
っ
て
い
る
。
江
蘇
本
も
同
様
で
あ
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
に
従
い
、｢

正
義｣

を
削
る
。

(

二
一)

『

晋
志』

上
・
馮
翊
郡
に

｢

頻
陽
、
秦�
公
置
、
在
頻
水
之
陽｣

と
あ
る
。『

通
典』

の
記
事
は
前
注

(

八)

参
照
。

(

二
二)

『

史
記』

巻
七
三
王
翦
伝
に
、｢

王
翦
者
、
頻
陽
東
郷
人
也｣

と
あ
り
、
索
隠
に

｢(

漢
書)

地
理
志
頻
陽
県
属
左
馮
翊
、
応
劭
曰
、

在
頻
水
之
陽
也｣

と
あ
る
。
ま
た
、
前
注

(

四)
所
掲

『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
の

｢

頻
陽
、
秦�
公
置｣

の
顔
師
古
注
に

｢

応
劭
曰
、

在
頻
水
之
陽｣

と
あ
る
。

(

沮
水
は)

さ
ら
に
東
に
向
か
い
蓮れ
ん

芍
し
ゃ
く

県
故
城
の
北
を
過
ぎ
る
。

楊�
両

『

漢
志』

は

｢

勺｣

に
作
る

(

一)

。『

晋
志』

『

地
形
志』

は

｢
芍｣

に
作
る

(

二)

。
趙
は
こ
こ
で
は
、
朱
に
従
っ
て

｢

芍｣

に

作
る
が
、『

渭
水
注』

で
は

(

朱
の

｢

芍｣

を)

改
め
て

｢

勺｣

に
作
っ
て
お
り

(

三)

、(

相
互
に)

参
照
で
き
て
い
な
い
。
前
漢
・
後

水
経
注
疏
訳
注
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沮
水
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漢
の
県
は
左
馮
翊
に
所
属
し
、
魏
・
晋
・
北
魏
で
は
馮
翊
に
属
し
た
。
今
の
渭
南
県
の
北
七
〇
里
に
位
置
す
る

(

四)

。

『

十
三
州
志』

に
、(

蓮
芍)

県
は
草
の
名
を
県
名
と
す
る
と
い
う

(

五)

。

(

一)
『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
お
よ
び

『

続
漢
志』

一
・
左
馮
翊
に
蓮
勺
県
が
あ
る
。

(

二)
『

晋
志』

上
・
雍
州
・
馮
翊
郡
に
臨
晋
・
下�
・
重
泉
・
頻
陽
・
粟
邑
、
蓮
芍
、�
陽
・
夏
陽
県
が
あ
り
、『

地
形
志』

下
・
雍
州
・

馮
翊
郡
に

｢

蓮
芍
、
二
漢
・
晋
属
。
有
拠
城
・
下
封
城｣

と
あ
る
。

(

三)

巻
一
九

『

渭
水
注』

下
に

｢
白
渠
又
東
、
逕
秦
孝
公
陵
北
、
又
東
南
、
逕
居
陵
城
北
、
蓮
芍
城
南
、
又
東
注
金
氏
陂
、
又
東
南
注

于
渭｣

と
あ
り
、
趙
は

｢

芍｣

を

｢

勺｣
に
作
っ
て
い
る
。
な
お
、『

刊
誤』

で
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

(

四)
『

校
箋
図
釈』

は
、
諸
書
の
記
述
か
ら
蓮
芍
県
故
城
の
位
置
を
現
在
の
蒲
城
県
荊
姚
鎮
南
、
原
東
村
附
近
に
比
定
し
て
い
る

(

二
一

九
頁)

。

(

五)

蓮
芍
県
に
つ
い
て
は
、『

漢
書』

宣
帝
紀
に

｢

常
困
於
蓮
勺
鹵
中｣

と
あ
り
、
如
淳
の
注
に

｢

蓮
勺
県
有
塩
池
、
縦
広
十
余
里
、
其

郷
人
名
為
鹵
中｣

と
あ
る
よ
う
に
、
土
中
の
塩
分
に
よ
り
塩
池
が
生
じ
、
当
該
地
附
近
の
人
が
塩
害
に
苦
し
ん
で
い
た

(『

訳
注

渭
水

篇
下』

四
四
二
頁
注

(

一
五)

を
も
参
照)

。｢

芍｣

は

｢

芍
薬｣

で
あ
る
。
な
お
、『

十
三
州
志』

に
つ
い
て
は
、
五
七
九
頁
注

(

五
七)

を
参
照
。

水
経
注
疏
訳
注
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沮
水
は
さ
ら
に
東
に
向
か
い
、
光
武
故
城
の
北
を
過
ぎ
る
。

朱
は

｢
光｣

の
上
に

｢

漢｣

字
が
あ
る
。

全
・
趙
・
戴
も
同
様
で
あ
る
。

楊�『
地
形
志』
の
頻
陽

(

県
条)

に
広
武
城
が
あ
る

(

一)

。｢

広｣

と

｢

光｣

は
音
が
近
く
、
ま
さ
に
こ
の
城

(

が
光
武
故
城)

で

あ
る
。『

済
水
注』

で

｢
広
里｣

を

｢

光
里｣

に
作
る
よ
う
な
も
の

(

二)

が
、
こ
れ

(

に
類
す
る
例)

で
あ
る
。｢

広
武｣

を

｢

光
武｣

に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
思
慮
の
浅
い
人
が
さ
ら
に

｢

漢｣

字
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
今

(｢

漢｣

字
を)

削
除
す
る
。(

光
武
故)

城
は
、
今
の
白
水
県
の
西
南
に
位
置
し
た
で
あ
ろ
う

(

三)

。

さ
ら
に
東
に
向
か
っ
て
、
粟
邑
県
故
城
の
北
を
過
ぎ
る
。

楊�
前
漢
・
後
漢
の

(

粟
邑)

県
は
左
馮
翊
に
所
属
し
、
魏
晋
で
は
馮
翊
に
属
し
、
後
に
廃
止
さ
れ
た

(

四)

。『

地
形
志』

の
白
水

(

県
条)

に
粟
邑
城
が
あ
る

(

五)
(

粟
邑
県
故
城
は
、
今
の)

白
水
県
の
北
二
八
里
に
あ
る

(

六)

。

王
莽
は
名
を
粟
城
に
改
め
た

(

七)

。
後
漢
は
騎
都
尉
の
耿こ
う�き

を
封
じ
て
こ
こ
を
侯
国
と
し
た

(

八)

。

楊�『
後
漢
書』

耿�え
ん

伝
に
、
和
帝
の
永
元
三

(

九
一)
年
に

(

耿�
を)

封
じ
た
と
あ
る

(

九)

。

沮
水
は
さ
ら
に
東
北
に
流
れ
、
洛
水
に
注
ぎ
こ
む
。

朱
は

｢

也｣

を

｢

矣｣

に
作
る
。

趙
は
黄
省
曽
本
に
拠
っ
て

(｢

也｣

に)

改
め
る

(

一
〇)

。

水
経
注
疏
訳
注
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熊�
沮
水
の
下
流
に
は
二
本
の
河
道
が
あ
る
。
石
川
水
は
渭
水
に
入
り
、
沮
水
の
本
流
は
洛
水
に
入
る
。
鄭
渠
が
埋
も
れ
て
廃
れ
る

と
、
沮
水
は
再
び
洛
水
に
入
る
こ
と
な
く
、
石
川
水
と
合
わ
さ
っ
て
一
本
の
河
道
と
な
っ
た
。
故
に
今
は
た
だ
石
川
河
の
み
臨
潼
の

東
北
で
渭
水
に
入
っ
て
い
る
。

(

一)
『

地
形
志』

下
・
馮
翊
郡
に

｢

頻
陽
、
秦
置
、
二
漢
・
晋
属
。
有
広
武
城
・
南
鹵
原
・
塩
池｣

と
あ
る
。

(

二)

巻
八

『

済
水
注』

に
、｢
今
防
門
北
有
光
里
、
斉
人
言
広
、
音
与
光
同
、
即
春
秋
所
謂
守
之
広
里
者
也｣

と
あ
る
。

(

三)
『

校
箋
図
釈』

は
、
光
武
故
城
の
位
置
は
現
在
の
蒲
城
県
党
睦
鎮
附
近
で
は
な
い
か
と
す
る

(

二
六
五
頁)

。

(

四)

前
漢
に
つ
い
て
は
、『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
に

｢

粟
邑
、(

王)

莽
曰
粟
城｣

と
あ
る
。
後
漢
に
つ
い
て
は
、『

続
漢
志』

一
・
司
隷
・

左
馮
翊
に

｢

粟
邑
、
永
元
九
年
復｣

と
あ
る
。
西
晋
に
つ
い
て
は
、
六
四
〇
頁
注

(

二)

を
参
照
。
後
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、『

元
和

志』

巻
二
白
水
県
条
に
、｢

本
漢
粟
邑
県
之
地
、
属
左
馮
翊
。
按
、
粟
邑
故
城
在
県
理
西
北
二
十
八
里
。(

中
略)

後
魏
文
成
帝
分
澄
城

郡
、
於
此
置
白
水
県
及
白
水
郡
、
郡
南
臨
白
水
、
因
以
為
名｣

と
あ
り
、
次
注
に
掲
げ
る

『

地
形
志』

下
に

｢

粟
邑
城｣

が
み
え
る
こ

と
か
ら
、
北
魏
の
時
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

(

五)
『

地
形
志』

下
・
華
州
・
白
水
郡
に

｢

白
水
、
太
和
二
年
置
。
有
五
竜
山
・
粟
邑
城｣

と
あ
る
。

(

六)
『

校
箋
図
釈』

は
、
粟
邑
県
が
漢
・
魏
・
晋
の
時
に
設
置
さ
れ
、
北
魏
で
廃
止
さ
れ
た
と
し
、
そ
の
位
置
を
漢
代
の
遺
跡
の
あ
る
白

水
県
尭
禾
鎮
放
馬
村
に
比
定
す
る
。
ま
た
、『

注』

は
、
沮
水
が
粟
邑
県
故
城
の
北
を
過
ぎ
る
と
す
る
が
、
実
際
の
状
況
は
同
故
城
の
南

水
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を
は
る
か
に
離
れ
て
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
重
泉
城
と
も
さ
れ
る
沮
水
南
の
蒲
城
県
竜
池
鎮
晋
城
村
東
に
位
置
す
る
戦
国
時
代
か
ら
漢
代

に
か
け
て
の
城
址
を
、�
道
元
が
粟
邑
県
故
城
と
誤
認
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る

(

二
六
五
頁)

。

(

七)

前
注

(
四)
所
掲

『

漢
志』

上
・
左
馮
翊
を
参
照
。

(

八)

耿�
は
、『

後
漢
書』

巻
一
九
耿�
伝
附�
伝
に
よ
れ
ば
扶
風
茂
陵
の
人
で
、
字
は
定
公
で
あ
る
。
後
漢
和
帝
の
永
元
年
間

(

八
九

〜
一
〇
五)

の
初
め
に
竇
憲
に
従
っ
て
北
匈
奴
を
討
ち
、
騎
都
尉
に
就
い
た
。
同
三
年
に
も
竇
憲
に
従
軍
し
、
北
単
于
庭
に
至
っ
て
閼え
ん

氏
を
斬
り
、
五
千
余
級
を
挙
げ
て
帰
還
し
た
。
そ
の
功
績
を
も
っ
て
粟
邑
侯
に
封
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
に
竇
憲
が
誅
殺
さ
れ
た
た
め
、

耿�
も
免
官
の
う
え
爵
位
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
辺
境
の
状
況
に
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
五
原
・
遼
東
・
雲
中
太
守
お
よ
び
度
遼

将
軍
を
歴
任
し
た
。

(

九)

底
本
・
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は
、｢

安
帝
永
初
三
年
封｣

に
作
る
。
た
だ
し
、
楊
守
敬
集
は
校
勘
記
で

『

後
漢
書』

耿�
伝
に
依
拠

し
、
永
元
三

(

九
一)

年
に
耿�
を
粟
侯
に
封
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、｢

安
帝
永
初
三
年｣

は

｢

和
帝
永
元
三
年｣

の
誤
り
と
す
る
。
江

蘇
本
は

｢

和
帝
永
元
三
年｣

に
作
り
、
段

『

校
記』

で

『
後
漢
書』

耿�
伝
に
依
拠
し
、
楊
が

｢

和
帝｣

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

｢

安
帝｣

に
誤
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
は

｢

和
帝
永
元
三
年
封｣

に
改
め
る
。

(

一
〇)

『

刊
誤』

巻
六�
水�
水
に
、｢

其
水
又
東
北
流
、
注
于
洛
水
矣
。(

中
略)

矣
黄
省
曽
本
作
也｣

と
あ
り
、
黄
本
巻
一
六
穀
水

は

｢

也｣

に
作
る
。
台
湾
本
は
、
こ
の
箇
所
か
ら
線
を
欄
外
に
引
き
、｢
初
稿
小
注
作
全
・
戴
改
同
四
字

(

初
稿
の
小
注
は

〝

全
・
戴
も

同
様
に
改
め
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